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ア
ラ
ブ
民
主
化
の
行
方
︱
︱
エ
ジ
プ
ト
を
中
心
に

法
学
部
教
授　

富　

田　

広　

士

は
じ
め
に

Ⅰ　

ア
ラ
ブ
諸
国
に
お
け
る
民
主
化
運
動
の
大
き
な
う
ね
り
︱
︱
二
〇
一
〇
年
一
二
月
以
降
︱
︱

Ⅱ　

民
主
化
運
動
の
発
生
要
因

Ⅲ　

エ
ジ
プ
ト
一
月
二
五
日
革
命
と
そ
の
後

は
じ
め
に

　

法
学
部
の
富
田
と
申
し
ま
す
。
本
日
は
お
忙
し
い
中
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
配
り
し
た

レ
ジ
ュ
メ
に
従
っ
て
、
一
時
間
ち
ょ
っ
と
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

初
め
に
二
〇
一
一
年
一
月
、
二
月
の
段
階
か
ら
現
在
ま
で
を
振
り
返
っ
て
、「
ア
ラ
ブ
の
春
」
と
い
わ
れ
た
ア
ラ
ブ
の
民
主
化
運

動
の
実
相
、
実
態
を
マ
ク
ロ
に
と
ら
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
続
い
て
、
エ
ジ
プ
ト
の
一
月
二
五
日
革
命
と
そ
の
後
の
軍

政
の
展
開
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
時
間
の
関
係
で
詳
し
く
は
お
話
し
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
レ

ジ
ュ
メ
の
最
後
に
は
二
〇
〇
七
年
と
二
〇
〇
八
年
、
エ
ジ
プ
ト
人
の
市
民
政
治
意
識
を
探
っ
た
世
論
調
査
の
単
純
集
計
結
果
の
一
部

が
載
せ
て
あ
り
ま
す
。
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Ⅰ　

ア
ラ
ブ
諸
国
に
お
け
る
民
主
化
運
動
の
大
き
な
う
ね
り
―
―
二
〇
一
〇
年
一
二
月
以
降
―
―

　

中
東
諸
国
に
お
け
る
民
主
化
運
動
の
大
き
な
う
ね
り
が
発
生
し
た
の
は
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
以
降
の
こ
と
で
す
。
当
時
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
や
ヨ
ル
ダ
ン
で
も
物
価
デ
モ
、
民
主
化
デ
モ
は
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
引
き
金
に
な
っ
た
の
は
チ
ュ
ニ
ジ
ア
地
方
都
市
シ

デ
ィ
ブ
ジ
ド
の
屋
台
で
野
菜
を
売
っ
て
い
た
二
六
歳
の
行
商
人
ボ
ア
ジ
ジ
が
婦
人
警
官
に
許
可
証
を
見
せ
ろ
と
言
わ
れ
、
そ
れ
を

持
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
仕
事
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
抗
議
の
焼
身
自
殺
を
図
り
ま
し
た
。
こ
の
事
件
へ
の
同
情
を
き
っ
か
け
に
、

チ
ュ
ニ
ジ
ア
民
衆
の
反
政
権
デ
モ
は
短
期
間
の
う
ち
に
拡
大
し
ま
す
。
こ
れ
が
二
〇
一
一
年
一
月
一
四
日
ベ
ン
・
ア
リ
ー
政
権
の
崩

壊
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
ベ
ン
・
ア
リ
ー
は
一
九
八
七
年
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
ブ
ル
ギ
バ
前
大
統
領
を
解
任
し
て
自
ら
大
統
領
に

な
っ
た
軍
人
で
、
二
四
年
に
わ
た
り
権
力
集
中
を
図
り
ま
し
た
が
、
一
月
一
三
日
政
権
批
判
の
圧
力
に
屈
し
て
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に

亡
命
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
二
月
一
一
日
、
エ
ジ
プ
ト
の
ム
バ
ラ
ク
大
統
領
は
一
月
二
五
日
以
来
の
政
権
交
代
要
求
デ
モ
を
受
け
、
大
統
領
権
限
の
す

べ
て
を
軍
最
高
評
議
会
（Suprem

e Council of the A
rm

ed Forces:

Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｆ
）
に
移
譲
し
ま
し
た
。
後
程
詳
し
く
お
話
し
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
大
分
時
は
経
ち
ま
す
が
、
昨
年
（
二
〇
一
一
年
）
の
一
〇
月
二
三
日
、
リ
ビ
ア
で
は
国
民
暫
定
評
議
会
（N

ational 

T
em

porary Council

）
が
ベ
ン
ガ
ジ
に
お
い
て
全
土
解
放
達
成
を
宣
言
し
、
新
し
い
国
づ
く
り
に
入
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
し
た
が
っ
て
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
リ
ビ
ア
に
お
い
て
は
過
去
一
年
半
の
間
に
、
い
ろ
い
ろ
な
経
緯
は
あ
り
ま
す
が
、
曲

が
り
な
り
に
も
新
し
い
憲
法
、
新
し
い
議
会
、
新
し
い
国
家
を
つ
く
る
動
き
は
進
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
こ
れ
以
外
の
ア
ラ
ブ
諸
国
で
も
デ
モ
は
起
こ
っ
て
い
て
、
そ
の
中
で
も
今
一
番
マ
ス
コ
ミ
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の

は
シ
リ
ア
で
す
。
二
〇
一
二
年
に
入
っ
て
か
ら
の
シ
リ
ア
の
動
き
は
、
中
規
模
デ
モ
の
多
発
、
ゼ
ネ
ス
ト
、
政
府
軍
と
民
主
化
運
動

支
持
に
回
っ
た
元
政
府
軍
兵
士
の
間
で
の
戦
闘
が
激
化
し
て
お
り
、
現
在
、
事
実
上
内
戦
状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
米
欧
諸
国
は
こ

れ
に
関
し
て
、
虐
殺
事
件
に
対
す
る
非
難
を
繰
り
返
し
て
お
り
ま
す
。
国
連
人
権
委
員
会
の
統
計
に
よ
り
ま
す
と
、
本
年
（
二
〇
一
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二
年
）
五
月
の
段
階
で
は
一
万
人
、
本
日
の
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
・
テ
レ
ビ
の
報
道
で
は
一
万
四
、五
〇
〇
人
の
死
者
が
出
て
い
る
と

い
う
発
表
で
す
。

　

国
連
・
ア
ラ
ブ
連
盟
合
同
の
停
戦
調
停
特
使
で
あ
る
前
国
連
事
務
総
長
コ
フ
ィ
ー
・
ア
ナ
ン
は
、
六
月
七
日
、
国
連
安
保
理
会
合

に
お
い
て
「
調
停
の
失
敗
」
に
言
及
し
、
安
保
理
が
「
結
束
し
た
持
続
的
な
圧
力
」
を
シ
リ
ア
に
対
し
て
か
け
て
ほ
し
い
と
要
求
し

て
い
ま
す
。
ま
た
完
全
実
施
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
米
欧
主
導
の
有
志
国
連
合
が
ア
サ
ド
政
権
へ
の
経
済
制
裁
強
化

を
実
施
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
本
音
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
米
欧
軍
に
よ
る
軍
事
介
入
︱
︱
例
え
ば
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
に
よ
る
リ
ビ
ア
内
戦
へ
の
介
入
の
よ
う

な
︱
︱
が
イ
ラ
ン
、
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
（
レ
バ
ノ
ン
・
シ
ー
ア
派
の
政
党
、
戦
闘
組
織
）、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
ハ
マ
ー
ス
（
パ
レ
ス
チ

ナ
・
ガ
ザ
）
な
ど
中
東
の
イ
ス
ラ
ム
主
義
勢
力
の
軍
事
介
入
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
慎
重
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
ロ
シ
ア
、
中
国
が
依
然
、
国
内
対
話
に
よ
る
解
決
に
固
執
し
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
は
ソ
連
時
代
以
来
、
シ
リ
ア
を
衛

星
国
と
し
て
、
ア
サ
ド
政
権
に
対
し
い
ろ
い
ろ
な
形
で
援
助
を
与
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
、
域
外
諸
大
国
は
有

効
な
手
段
が
取
れ
な
い
で
い
ま
す
。

　

ア
サ
ド
政
権
は
シ
リ
ア
の
少
数
宗
派
ア
ラ
ウ
ィ
派
（
シ
ー
ア
派
の
異
端
派
）
出
身
者
が
多
く
、
特
に
そ
の
中
枢
は
ア
サ
ド
家
の
人
々

に
よ
っ
て
握
ら
れ
て
い
ま
す
。
軍
、
治
安
警
察
は
、
大
統
領
バ
シ
ャ
ー
ル
・
ア
サ
ド
の
兄
弟
に
よ
っ
て
掌
握
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
軍

兵
士
の
大
部
分
は
こ
の
ア
ラ
ウ
ィ
派
で
は
な
く
ス
ン
ナ
派
出
身
で
す
が
、
離
反
兵
士
は
出
て
い
る
も
の
の
、
現
在
ま
で
こ
の
シ
リ
ア

軍
の
ア
サ
ド
政
権
に
対
す
る
支
持
は
固
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
こ
の
よ
う
な
軍
の
忠
誠
は
中
期
的
に
維
持
で
き
た
と
し
て
も
、
長
期
的
に
見
た
時
に
ア
サ
ド
家
内
部
の
問
題
や
、
こ
れ
か

ら
説
明
す
る
エ
ジ
プ
ト
一
月
二
五
日
革
命
で
起
こ
っ
た
よ
う
な
軍
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
政
権
が
瓦
解
す
る
可
能
性
は
否
定
で
き

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
シ
リ
ア
以
外
で
は
、
現
在
若
干
沈
静
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
イ
エ
メ
ン
で
は
Ｇ
Ｃ
Ｃ
（
湾
岸
協
力
会
議
）
の
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調
停
に
よ
っ
て
サ
ー
レ
ハ
大
統
領
が
自
分
が
訴
追
さ
れ
な
い
と
い
う
条
件
で
、
す
で
に
大
統
領
を
辞
任
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
も
前

大
統
領
の
訴
追
を
求
め
る
民
主
化
勢
力
の
抗
議
運
動
は
続
い
て
お
り
、
さ
ら
に
イ
エ
メ
ン
の
場
合
に
は
部
族
間
の
対
立
を
巻
き
込
ん

だ
形
で
民
主
化
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
イ
エ
メ
ン
で
の
一
時
的
な
沈
静
化
を
今
後
注
意
深
く
見
守
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
小
国
バ
ー
レ
ー
ン
の
シ
ー
ア
派
の
動
き
で
す
。
バ
ー
レ
ー
ン
の
ハ
リ
ー
フ
ァ
王
家
は
ス
ン
ナ
派
で
す
。
少
数
派
の

ス
ン
ナ
派
王
家
に
対
し
て
シ
ー
ア
派
の
多
数
派
住
民
が
民
主
化
要
求
の
抗
議
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
押
さ
え
込

ま
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

二
〇
一
〇
年
一
二
月
以
降
中
東
諸
国
に
見
ら
れ
た
民
主
化
運
動
の
大
き
な
う
ね
り
に
つ
い
て
、
以
上
の
よ
う
に
各
国
別
に
そ
の
展

開
と
意
義
を
概
観
し
ま
す
と
、
次
の
二
つ
の
国
家
群
に
大
別
で
き
ま
す
。

１
．
次
の
政
権
、
新
し
い
政
権
へ
の
移
行
が
見
え
て
来
て
い
る
国
：
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
リ
ビ
ア
。

２
．
内
戦
に
発
展
し
て
い
た
り
、
弾
圧
が
強
化
さ
れ
た
り
す
る
中
で
運
動
が
継
続
し
て
い
る
国
：
イ
エ
メ
ン
、
バ
ー
レ
ー
ン
、
シ

リ
ア
。

Ⅱ　

民
主
化
運
動
の
発
生
要
因

　
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
の
過
去
一
年
半
の
経
緯
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
ア
ラ
ブ
民
主
化
要
求
運
動
と
旧
政
権
瓦
解
が
起
こ
っ
た
段
階

で
は
、
我
々
は
民
主
化
要
求
の
側
面
を
非
常
に
強
調
し
た
形
で
受
け
取
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
一
年
半
た
っ
た
現
段
階
で

こ
の
運
動
と
新
し
い
政
権
づ
く
り
は
ど
う
い
う
展
開
を
見
せ
、
ど
の
よ
う
に
変
質
し
て
い
る
か
、
ま
た
そ
れ
を
国
際
世
論
は
ど
う
受

け
止
め
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
は
興
味
深
い
点
で
あ
り
、
本
日
の
話
で
は
不
十
分
な
が
ら
そ
の
過
去
一
年
半
の
情
勢
展
開
の
分
析
も

あ
る
程
度
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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以
下
１
〜
５
は
、
二
〇
一
一
年
七
月
に
日
本
の
中
東
研
究
者
五
名
が
「
ア
ラ
ブ
の
民
主
化
は
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
」
と
題
し
た
座

談
会
を
開
き
ア
ラ
ブ
民
主
化
運
動
を
議
論
し
た
時
に
そ
の
発
生
要
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
、
評
価
さ
れ
た
点
で
す
（
１
）。
そ
れ
に
続
く
６
、

７
が
過
去
一
年
半
の
情
勢
分
析
に
な
り
ま
す
。

１　

情
報
空
間
の
変
容
と
情
報
統
制
の
限
界

　

ア
ラ
ブ
世
界
で
は
各
国
政
権
は
こ
れ
ま
で
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
出
版
物
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
、
巧
み
な
情
報
統
制
を
行
っ
て

き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
情
報
空
間
が
変
容
し
て
き
て
い
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
過
去
一
五
年
間
、
中
東
各
国
で
は
衛
星

テ
レ
ビ
局
が
「
雨
後
の
竹
の
子
」
状
態
で
出
現
し
て
、
ア
ラ
ブ
各
国
の
国
営
テ
レ
ビ
に
よ
る
情
報
独
占
が
破
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
エ
ジ
プ
ト
で
若
い
人
た
ち
が
タ
ハ
リ
ー
ル
広
場
の
デ
モ
に
行
こ
う
か
行
く
ま
い
か
と
い
う
判
断
を
す
る
時
に
、
自
分
の

家
で
国
営
テ
レ
ビ
、
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
・
テ
レ
ビ
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ア
ラ
ビ
ア
語
放
送
、
ド
バ
イ
発
信
の
ア
ル
ア
ラ
ビ
ー
ア
放
送
な
ど
の

ニ
ュ
ー
ス
を
比
較
し
な
が
ら
見
て
、
エ
ジ
プ
ト
情
勢
の
実
態
を
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
衛
星
テ
レ
ビ
の
出
現
に
よ
っ
て
、
例
え
ば
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と
か
政
治
番
組
が
衛
星
テ
レ
ビ
で
手
軽
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

政
治
的
言
論
の
在
り
方
が
以
前
と
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
従
来
の
政
府
の
情
報
統
制
で
は
、
衛
星
テ
レ
ビ
、

携
帯
電
話
を
含
む
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
民
衆
が
得
る
大
量
か
つ
直
截
な
情
報
を
完
全
に
は
阻
止
し
切
れ
な
い
状
態
に
置
か
れ
て
い

ま
す
。
エ
ジ
プ
ト
で
二
〇
一
一
年
一
月
二
五
日
か
ら
一
八
日
間
続
い
た
デ
モ
の
間
に
、
政
権
側
は
一
時
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
切
断
し

ま
し
た
。
携
帯
電
話
も
使
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
・
テ
レ
ビ
の
放
送
を
禁
止
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
三
、

四
日
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
政
府
は
そ
れ
を
永
久
的
に
続
け
る
わ
け
に
は
や
は
り
ま
い
り
ま
せ
ん
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯

電
話
も
元
に
戻
り
、
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
・
テ
レ
ビ
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

携
帯
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
効
用
と
し
て
、
エ
ジ
プ
ト
だ
け
で
な
く
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
も
、
シ
リ
ア
で
も
、
ヨ
ル
ダ
ン
で
も
、

あ
る
い
は
ド
バ
イ
で
も
、
ア
ラ
ブ
世
界
に
生
き
る
人
た
ち
は
誰
で
も
階
級
、
国
家
を
超
え
て
議
論
で
き
る
言
論
空
間
を
持
て
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
過
去
五
年
く
ら
い
の
間
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
カ
フ
ェ
が
ア
ラ
ブ
各
国
で
普
及
し
、
パ
ソ
コ
ン
を
持
て
な
い
そ
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れ
ほ
ど
教
育
レ
ベ
ル
の
高
く
な
い
非
エ
リ
ー
ト
層
で
も
容
易
に
情
報
交
換
が
で
き
る
状
況
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
携
帯
電
話
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
普
及
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
集
団
的
な
抗
議
行
動
を
組
織
し
や
す
く
な
っ
た
。
例
え
ば
タ
ハ
リ
ー

ル
広
場
に
こ
れ
か
ら
デ
モ
に
行
く
の
で
、
何
月
何
日
何
時
に
ザ
マ
レ
ッ
ク
の
こ
こ
に
集
ま
れ
と
か
、
モ
ハ
ン
デ
ス
ィ
ー
ン
の
そ
こ
に

集
ま
れ
と
い
う
よ
う
な
情
報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
し
て
流
し
、
短
時
間
に
特
定
の
場
所
に
大
量
の
動
員
を
か
け
る
こ
と
が
し
や
す
く
な
っ

た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

エ
ジ
プ
ト
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
率
は
全
人
口
の
二
〇
・
〇
％
（
二
〇
〇
九
年
（
２
））
で
す
の
で
、
エ
ジ
プ
ト
の
若
い
人
の
フ
ェ
ー

ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
利
用
状
況
は
、
若
年
層
で
も
教
育
程
度
の
高
い
層
が
中
心
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
しM

obinile

は

じ
め
エ
ジ
プ
ト
国
内
の
携
帯
電
話
は
み
ん
な
持
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
仮
に
携
帯
電
話
で
ツ
イ
ッ
タ
ー
と
か
フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク
が
見
ら

れ
な
く
て
も
、
電
話
で
友
人
と
「
今
ど
う
な
っ
て
い
る
」
と
か
、「
こ
れ
か
ら
デ
モ
ど
う
し
よ
う
か
」
と
い
う
相
談
は
で
き
ま
す
。

エ
ジ
プ
ト
の
若
い
人
の
話
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話
が
政
府
に
よ
っ
て
切
断
さ
れ
た
時
点
（
上
述
）
で
は
、
結
局
最
後

に
頼
り
に
な
っ
た
の
は
自
分
で
タ
ハ
リ
ー
ル
広
場
に
と
に
か
く
行
っ
て
み
る
こ
と
だ
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

２　

人
口
構
成

　

情
報
化
の
問
題
の
次
に
指
摘
で
き
る
の
は
、「
人
口
構
成
と
若
年
層
の
政
治
意
識
」
と
い
う
問
題
で
す
。
第
二
次
大
戦
後
独
立
を

果
た
し
た
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
ま
で
年
平
均
四
％
台
の
高
い
人
口
増
加
率
が
続
き
、
そ
の
段
階
で
各
国

人
口
に
占
め
る
三
〇
歳
以
下
の
若
年
人
口
の
割
合
は
約
六
〇
％
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
年
齢
別
人
口
分
布
で
す
。

し
か
し
一
九
九
〇
年
代
以
降
人
口
増
加
率
は
年
平
均
二
・
五
％
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
一
・
八
％
ま
で
下
が
っ
て
い
ま
す
（
３
）。
そ
れ

を
グ
ラ
フ
で
示
し
た
の
が
図
１
で
す
。
右
側
は
一
九
八
〇
年
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
エ
ジ
プ
ト
の
、
左
側
は
二
〇
〇
六
年

の
同
三
国
の
年
齢
別
人
口
分
布
で
す
。
こ
れ
か
ら
分
か
る
の
は
、
形
は
少
し
違
い
ま
す
が
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
と
エ
ジ
プ
ト
の
人
口
構

成
は
二
六
年
の
間
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
か
ら
釣
り
鐘
型
に
変
型
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
、
若
年

人
口
の
割
合
は
一
九
七
〇
年
代
、
一
九
八
〇
年
代
よ
り
二
〇
一
〇
年
代
の
方
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
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ま
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
は
、
各
国
人
口
に
占
め
る
一
五
歳
か
ら
二
四
歳
の
割
合
が
二
〇
％
を
超
え
る
と
社
会
は
不
安

定
に
な
り
、
暴
力
や
紛
争
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
い
ま
す
（
４
）。
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
が
一
九
九
四
年
、
一
九
九
五
年
の
国

連
人
口
統
計
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
図
２
「
地
域
別
に
見
た
イ
ス
ラ
ム
圏
の
若
年
人
口
の
増
大
」（
予
測
を
含
む
）
に
よ
る
と
、
太
線

で
表
し
た
中
東
は
一
九
七
五
年
、
一
九
八
〇
年
、
一
九
八
五
年
あ
た
り
で
す
で
に
二
〇
％
に
達
し
、
一
九
九
〇
年
、
一
九
九
五
年
、

二
〇
〇
〇
年
で
一
度
二
〇
％
以
下
に
下
が
り
ま
す
が
、
二
〇
〇
五
年
に
再
び
二
一
％
近
く
ま
で
上
が
り
、
二
〇
一
〇
年
で
も
二
〇
％
、

そ
の
後
は
下
降
し
二
〇
二
五
年
で
一
八
％
近
く
に
な
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
北
ア
フ
リ
カ
は
一
九
七
五
年
〜
二
〇
〇
五
年
の
時
期

中
東
よ
り
高
い
割
合
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ペ
ル
シ
ア
湾
岸
諸
国
は
二
〇
一
五
年
以
降
中
東
の
若
年
人
口
率
を
追
い
越
す
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
若
年
人
口
層
と
政
治
的
暴
力
の
多
発
を
結
び
つ
け
る
議
論
の
良
し
悪
し
は
さ
て
お

く
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

つ
ま
り
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
的
観
点
か
ら
い
え
ば
中
東
の
若
年
人
口
は
少
し
ず
つ
減
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
他
地
域
と
比
べ

依
然
若
年
人
口
の
割
合
が
高
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
こ
の
若
年
人
口
の
多
さ
が
民
衆
の
集
団
的
な
抗
議
行
動
へ
の
参
加
を
し
や

す
く
さ
せ
、
今
回
ア
ラ
ブ
世
界
で
の
民
主
化
運
動
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

３　

若
年
層
の
政
治
意
識

　

そ
の
一
大
社
会
勢
力
と
し
て
の
若
年
層
の
政
治
意
識
で
す
が
、
①
政
権
の
腐
敗
、
汚
職
の
追
放
、
②
貧
困
問
題
の
解
決
、
③
普
遍

的
人
権
の
実
現
を
欲
す
る
意
識
、
態
度
が
非
常
に
強
く
な
っ
て
来
て
い
る
と
私
は
感
じ
ま
す
。
若
者
に
限
り
ま
せ
ん
が
、
誇
り
高
い

人
た
ち
で
す
か
ら
、
人
間
の
「
尊
厳
」（karam

a

）
が
何
者
か
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
て
い
る
と
の
共
通
認
識
に
至
れ
ば
、
集
団
的
抗
議

行
動
に
出
る
共
通
基
盤
は
整
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
仮
に
現
在
の
エ
ジ
プ
ト
の
貧
困
問
題
の
実
態
が
今
か
ら
三

〇
年
前
と
そ
う
大
き
く
は
違
わ
な
い
と
仮
定
し
て
、
当
時
私
と
同
世
代
の
エ
ジ
プ
ト
人
と
話
し
て
い
る
時
に
、
向
こ
う
か
ら
エ
ジ
プ

ト
の
貧
困
問
題
を
指
摘
し
非
難
す
る
こ
と
は
ま
ず
な
か
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ち
ら
か
ら
こ
の
話
題
を
持
ち

出
す
と
嫌
が
る
の
が
常
で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
今
の
三
〇
代
く
ら
い
の
若
い
人
た
ち
と
話
す
と
、
話
は
な
ぜ
か
こ
の
問
題
に
行
き
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典拠：Distribution of population by age and sex in Algeria, the United States, and
　　　Egypt, 1980
　　　Alan Richards, John Waterbury, A Political Economy of the Middle East,
　　　Westview Press, 1990, p.92

（年齢）
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アルジェリア
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典拠：Distribution of midyear population by age and sex in Algeria, the United
　　　States, and Egypt, 2006
　　　Alan Richards, John Waterbury, A Political Economy of the Middle East,
　　　Third Edition, Westview Press, 2008, p.85

図１　人口ピラミッドの比較（単位：1,000人）

（年齢）
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着
き
ま
す
。「
エ
ジ
プ
ト
は
貧
困
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
こ
れ
を
よ

く
し
な
い
で
放
置
し
て
い
る
の
が
今
の
政
権
な
の
だ
」
と
い
う
非
常

に
強
い
政
権
批
判
が
始
ま
り
ま
す
。

　

し
か
し
一
月
二
五
日
革
命
の
直
前
、
二
〇
一
〇
年
の
秋
冬
段
階
で

は
、
彼
ら
は
外
国
人
の
私
に
対
し
て
こ
う
し
た
激
烈
な
政
権
批
判
を

率
直
に
打
ち
明
け
る
の
と
は
裏
腹
に
、
彼
ら
自
身
実
際
に
何
か
抗
議

運
動
に
参
加
し
た
か
と
い
う
段
に
な
る
と
、
手
の
平
を
反
す
よ
う
に

現
実
行
動
は
極
め
て
慎
重
控
え
目
に
、
自
分
の
普
段
の
仕
事
に
淡
々

と
取
り
組
む
と
い
う
態
度
に
変
わ
っ
た
の
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。
こ

こ
に
は
エ
ジ
プ
ト
の
ノ
ン
ポ
リ
青
年
層
の
政
治
態
度
が
は
っ
き
り
と

見
て
取
れ
ま
す
。
政
治
的
関
心
は
非
常
に
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

政
治
有
効
性
感
覚
が
低
い
意
識
状
態
で
す
。
こ
の
特
徴
は
エ
ジ
プ
ト

人
一
般
の
態
度
と
し
て
、
二
〇
〇
七
年
に
私
が
行
っ
た
政
治
意
識
調

査
結
果
に
明
確
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

エ
ジ
プ
ト
人
の
お
し
ゃ
べ
り
で
感
情
的
、
一
方
的
と
す
ら
言
え
る

議
論
を
す
る
習
性
は
今
も
昔
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
言
論
の
自
由
と
い

う
点
で
、
ム
バ
ラ
ク
政
権
は
口
頭
で
自
分
の
思
っ
て
い
る
こ
と
を
他

人
と
話
す
と
こ
ろ
ま
で
は
黙
認
し
て
い
ま
し
た
。
別
な
言
い
方
を
す

れ
ば
、
地
中
海
世
界
的
な
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
伝
統
が
エ
ジ
プ
ト
社
会

で
は
生
き
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
加
藤
博
さ
ん

全
人
口
に
占
め
る
15
〜
24
歳
の
割
合

22

20

18

16

14

12

1965 1970 1980 1990 2000 2010 2020 2025年

バルカン諸国
ペルシア湾岸
北アフリカ
東南アジア
中央アジア
中東（太線）
南アジア

図２　地域別に見たイスラム圏の若年人口の増大

典拠：サミュエル・ハンチントン『文明の衝突と21世紀の日本』集英社，2000年，31ページ．（「中東」の推移を
　 　太線で示す）

％
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◆ ◆
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は
、
他
人
と
意
見
が
多
少
異
な
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
時
、
エ
ジ
プ
ト
人
が
猛
烈
な
自
己
正
当
化
の
議
論
に
打
っ
て
出
る
態
度
を
捉

え
て
、「
エ
ジ
プ
ト
人
は
舌
が
発
達
し
て
い
る
」
と
ぴ
っ
た
り
の
表
現
を
し
ま
す
。

４　

運
動
発
生
の
直
接
的
契
機

　

初
期
の
民
主
化
運
動
が
若
者
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
盛
り
上
が
っ
た
理
由
は
、
第
一
に
長
期
独
裁
政
権
に
対
す
る
不
満
と
政
治
参
加

要
求
の
高
ま
り
で
あ
り
、
第
二
に
長
期
独
裁
政
権
の
下
で
縁
故
主
義
に
よ
る
腐
敗
、
汚
職
が
蔓
延
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る
批
判
が
高

ま
っ
た
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
三
つ
目
と
し
て
は
、
貧
困
問
題
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
生
活
格
差
の
是
正
要
求
が
あ
り
、
四
番
目
と
し

て
、
若
年
層
の
失
業
や
非
雇
用
の
深
刻
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
契
機
が
若
年
層
を
集
団
的
抗
議
行
動
に
駆
り
立
て
た
。
さ

ら
に
言
う
な
ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
外
交
政
策
上
の
ダ
ブ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、
つ
ま
り
口
で
は
中
東
諸
国
の
民
主
化
を
言
い
な
が
ら

も
ム
バ
ラ
ク
政
権
に
巨
額
の
経
済
、
軍
事
援
助
を
与
え
続
け
て
き
た
、
そ
う
い
う
ア
メ
リ
カ
の
外
交
姿
勢
に
対
す
る
強
い
不
満
が
あ

り
ま
す
。

　

若
者
が
「
革
命
」
の
牽
引
車
の
役
割
を
果
た
し
、
そ
れ
に
続
い
て
イ
ス
ラ
ム
主
義
運
動
、
既
成
政
党
が
便
乗
し
て
機
関
車
を
動
か

し
た
と
言
え
そ
う
で
す
。

５　

ア
ラ
ブ
世
界
に
お
け
る
民
主
化
運
動
の
連
鎖
反
応

　

ア
ラ
ブ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
一
つ
の
現
れ
方
と
し
て
、
ア
ラ
ブ
諸
国
を
構
成
す
る
ア
ラ
ブ
人
た
ち
は
い
か
に
諸
国
間
の
物
理

的
距
離
が
遠
く
離
れ
て
い
て
も
、
お
互
い
が
直
面
す
る
困
難
な
状
況
を
共
有
し
あ
う
と
い
う
心
理
的
特
性
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
ア

ラ
ブ
の
春
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
独
裁
に
対
す
る
国
民
の
不
満
が
ア
ラ
ブ
諸
国
に
共
通
す
る
問
題
で
あ
る
と
の
認
識
を

共
有
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
革
命
で
二
〇
一
一
年
一
月
一
四
日
ベ
ン
・
ア
リ
ー
大
統
領
が
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
へ
亡

命
し
ま
す
。
す
る
と
翌
一
五
日
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
そ
の
こ
と
が
大
き
く
報
道
さ
れ
、
そ
の
日
か
ら
一
〇
日
間
で
四
月
六
日
青
年
運
動

は
じ
め
青
年
活
動
家
た
ち
は
一
月
二
五
日
の
大
き
な
デ
モ
を
組
織
し
ま
し
た
。
一
月
二
〇
日
に
若
い
エ
ジ
プ
ト
人
に
電
話
を
し
て
、

「
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
起
こ
っ
た
こ
と
を
ど
う
思
う
か
」
と
聞
い
た
ら
、「
誇
り
に
思
う
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
エ
ジ
プ
ト
の
若
者
が
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チ
ュ
ニ
ジ
ア
革
命
の
成
就
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た
の
は
間
違
い
な
く
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
期
待
、
希
望
を
直
截
に
受
け
取
り
ま
し
た
。

デ
モ
参
加
の
注
意
点
、
例
え
ば
催
涙
ガ
ス
対
策
（
マ
ス
ク
の
使
用
）
な
ど
も
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
活
動
家
か
ら
す
ぐ
に
伝
授
さ
れ
ま
し
た
。

ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
が
な
か
っ
た
ら
、
あ
の
時
点
で
一
月
二
五
日
革
命
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
は
疑
問
の
余
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
九
五
六
年
以
降
、
ナ
セ
ル
の
革
新
的
ア
ラ
ブ
主
義
に
よ
る
域
内
外
交
が
周
辺
ア
ラ
ブ
諸
国
に
影
響
を
与
え
、
そ
れ
に
各
国
の
ア

ラ
ブ
民
衆
が
呼
応
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
王
政
打
倒
の
動
き
が
芽
生
え
ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
ナ
セ
ル
の
ア
ラ
ブ
・
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
と
今
回
の
ア
ラ
ブ
各
国
へ
の
現
政
権
打
倒
の
反
乱
の
波
及
に
は
類
似
性
が
見
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
両
者
に
は
決
定
的
な
違
い

が
あ
り
ま
す
。
一
九
五
〇
年
代
〜
一
九
六
〇
年
代
の
動
き
は
ナ
セ
ル
の
カ
リ
ス
マ
的
な
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
大
衆
が
組
織
化
さ
れ
た

の
に
対
し
、
五
〇
年
を
経
た
現
在
の
ア
ラ
ブ
世
界
で
は
、
現
政
権
打
倒
の
集
団
的
抗
議
行
動
を
組
織
し
た
の
は
各
国
の
民
衆
、
市
民
、

国
民
自
身
で
あ
り
、
他
の
ア
ラ
ブ
諸
国
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
汲
み
取
っ
て
自
国
で
実
践
し
た
の
も
ま
た
各
国
の
国
民
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

６　

二
〇
一
一
年
初
め
以
降
の
情
勢
展
開

　

こ
れ
ま
で
二
〇
一
一
年
初
め
の
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
の
発
生
要
因
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
そ
の
後
現
在
（
二
〇
一
二
年

六
月
）
に
至
る
ア
ラ
ブ
民
主
化
運
動
の
展
開
を
マ
ク
ロ
評
価
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
リ
ビ
ア
三
国
は
と
に
か
く
旧
政
権
打
倒
を
果
た
し
、
現
在
新
政
権
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

他
方
、
シ
リ
ア
、
バ
ー
レ
ー
ン
、
イ
エ
メ
ン
で
は
大
規
模
・
継
続
的
な
民
主
化
要
求
デ
モ
は
起
こ
り
ま
し
た
が
、
旧
政
権
打
倒
を
果

た
せ
な
い
で
い
ま
す
。

　

上
記
以
外
の
ア
ラ
ブ
諸
国
、
例
え
ば
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
イ
ラ
ク
、
さ
ら
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
、
ド
バ

イ
な
ど
湾
岸
産
油
諸
国
に
お
い
て
も
、
政
権
に
対
す
る
民
主
化
要
求
デ
モ
は
小
規
模
・
散
発
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
は
、
運
動
初
期
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
っ
た
の
は
確
か
に
今
説
明
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で

は
政
治
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
広
範
な
若
年
層
で
す
。
た
だ
し
彼
ら
は
あ
く
ま
で
運
動
の
初
期
段
階
の
火
付
け
役
に
と
ど
ま
っ
た
と
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言
え
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
こ
の
よ
う
な
革
命
青
年
組
織
は
旧
独
裁
政
権
崩
壊
後
の
新
政
党
結
成
、
国
会
選
挙
、
大
統
領
選
挙
、
憲
法

起
草
と
い
う
現
在
進
行
中
の
新
し
い
政
治
体
制
を
生
み
出
す
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
は
、
資
金
力
、
政
治
経
験
の
不
足
な
ど
に
よ
り
十
分

な
影
響
力
を
発
揮
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
は
ム
バ
ラ
ク
辞
任
後
軍
最
高
評
議
会
（
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｆ
）
の
暫
定
統
治
下
に
あ
る
現
在
の
エ
ジ
プ
ト
で
、
有
効
な
影
響
力
を
行

使
し
て
い
る
政
治
勢
力
は
何
か
。
軍
、
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
（M

uslim
 Brotherhood:

Ｍ
Ｂ
）
の
政
治
組
織
、
自
由
公
正
党

（Freedom
 and Justice Party:

Ｆ
Ｊ
Ｐ
）、
ま
た
Ｍ
Ｂ
よ
り
も
っ
と
伝
統
主
義
的
な
立
場
を
取
る
サ
ラ
フ
ィ
ー
主
義
団
体
の
政
治
組

織
、
ヌ
ー
ル
（
光
）
党
な
ど
革
命
後
政
治
活
動
を
活
発
化
さ
せ
た
イ
ス
ラ
ム
主
義
諸
政
党
、
さ
ら
に
新
ワ
フ
ド
党
、
国
民
進
歩
集
合

党
な
ど
の
ム
バ
ラ
ク
政
権
時
代
の
旧
野
党
、
革
命
後
新
た
に
結
成
さ
れ
た
世
俗
主
義
リ
ベ
ラ
ル
派
の
自
由
エ
ジ
プ
ト
人
党
、
ナ
セ
ル

主
義
の
カ
ラ
ー
マ
（
尊
厳
）
党
な
ど
の
諸
政
党
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

エ
ジ
プ
ト
の
人
民
議
会
、
諮
問
評
議
会
両
選
挙
（
二
〇
一
一
年
一
一
月
〜
二
〇
一
二
年
三
月
）
結
果
か
ら
は
Ｆ
Ｊ
Ｐ
、
ヌ
ー
ル
党
中

心
に
、
ま
た
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
制
憲
議
会
選
挙
（
二
〇
一
一
年
一
〇
月
）
結
果
か
ら
は
ナ
フ
ダ
（
復
興
）
党
中
心
に
、
両
国
と
も
イ
ス
ラ

ム
主
義
政
党
の
躍
進
が
顕
著
で
す
。
イ
ス
ラ
ム
政
党
支
持
は
地
域
的
、
社
会
階
層
的
に
見
る
と
、
都
市
貧
困
層
、
農
村
部
に
行
く
に

し
た
が
っ
て
強
く
表
れ
ま
す
。

　

今
後
こ
の
イ
ス
ラ
ム
主
義
的
な
傾
向
は
軍
の
意
向
、
旧
政
権
支
持
層
の
増
減
、
世
俗
主
義
リ
ベ
ラ
ル
派
の
影
響
力
な
ど
に
よ
っ
て

強
く
な
っ
た
り
弱
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
イ
ス
ラ
ム
主
義
躍
進
の
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
憲
法
起
草
な

ど
を
通
し
て
こ
れ
か
ら
決
ま
る
政
治
体
制
の
枠
組
み
に
イ
ス
ラ
ム
色
が
強
く
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
別
に
そ
れ
を
恐
れ
る

必
要
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
我
々
と
し
て
承
知
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

恐
れ
る
必
要
は
な
い
と
い
う
の
は
、
イ
ス
ラ
ム
は
柔
軟
な
思
考
解
釈
を
元
来
の
特
性
と
し
て
有
し
、
ま
た
イ
ス
ラ
ミ
ス
ト
の
中
の

モ
ダ
ニ
ス
ト
の
立
場
は
近
代
西
欧
が
生
み
出
し
た
諸
制
度
、
諸
価
値
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
と
イ
ス
ラ
ム
的
規

範
と
の
折
衷
、
共
存
を
目
指
す
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
お
そ
ら
く
Ｍ
Ｂ
な
ど
が
主
導
し
て
で
き
る
憲
法
、
ま
た
そ
の
政
治
体
制
へ
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の
適
用
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
態
度
、
主
張
が
反
映
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

７　

民
主
化
運
動
に
お
け
る
軍
の
役
割

　

ア
ラ
ブ
の
春
を
振
り
返
っ
て
、
旧
政
権
指
導
者
の
辞
任
を
勝
ち
取
る
上
で
軍
が
果
た
し
た
役
割
は
非
常
に
大
き
い
と
い
う
の
が
実

感
で
す
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
民
衆
デ
モ
の
最
終
段
階
に
お
い
て
軍
が
中
立
を
表
明
し
た
こ
と
が
、
革
命
成
就
に
と
っ
て
は

非
常
に
大
き
い
。
ま
た
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
は
、
一
月
二
五
日
火
曜
日
の
最
初
の
デ
モ
か
ら
四
日
目
の
一
月
二
八
日
「
怒
り
の
金
曜

日
」、
多
数
の
死
者
を
出
し
た
大
規
模
デ
モ
が
あ
っ
た
日
の
夕
刻
に
、
軍
は
全
国
主
要
都
市
の
街
頭
に
一
斉
に
軍
事
車
両
を
展
開
さ

せ
、
治
安
維
持
の
任
務
に
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
二
月
一
一
日
金
曜
日
、
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
副
大
統
領
が
テ
レ
ビ
演
説
で
大
統
領
権

限
の
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｆ
へ
の
移
譲
を
発
表
す
る
ま
で
の
間
に
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｆ
は
数
回
に
わ
た
り
「
デ
モ
隊
の
要
求
は
正
当
で
あ
る
」
と
の
布
告

を
出
し
、
私
の
携
帯
電
話
の
テ
キ
ス
ト
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
受
信
し
ま
し
た
。
そ
し
て
一
八
日
間
の
デ
モ
の
間
中
立
を
保
ち
、
デ
モ

参
加
者
に
銃
口
を
向
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
政
軍
関
係
の
文
脈
で
は
、
こ
れ
は
軍
独
自
の
判
断
に
基
づ
い
た
軍
政
開
始

で
あ
っ
た
可
能
性
が
大
で
す
。
ま
た
こ
の
間
、
水
面
下
で
ム
バ
ラ
ク
に
よ
る
タ
ン
タ
ウ
ィ
ー
国
防
大
臣
の
解
任
と
そ
れ
に
対
抗
す
る

形
で
軍
首
脳
部
に
よ
る
ム
バ
ラ
ク
に
対
す
る
「
静
か
な
ク
ー
デ
タ
ー
」
が
起
こ
っ
て
い
た
の
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
民

衆
が
初
め
て
そ
れ
に
気
づ
い
た
の
は
、
大
統
領
辞
任
発
表
の
前
日
二
月
一
〇
日
の
国
営
テ
レ
ビ
が
映
し
出
す
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｆ
の
会
議
に
ム

バ
ラ
ク
の
姿
が
な
く
、
国
防
大
臣
が
主
宰
す
る
様
子
を
通
し
て
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
に
お
け
る
軍
部
の
役
割
は
非
常
に
大
き
く
、
エ
ジ
プ
ト
で
は
そ
の
後
も
圧
倒
的
な
統
治
力
を
保
持

し
、
政
治
過
程
の
様
々
な
節
目
節
目
で
介
入
し
て
い
ま
す
。
軍
政
に
よ
る
人
権
侵
害
に
対
す
る
市
民
の
非
難
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ス
ラ

ミ
ス
ト
は
じ
め
政
治
勢
力
も
軍
の
介
入
に
は
強
く
反
発
し
ま
す
。
し
か
し
こ
う
し
た
軍
政
批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
エ
ジ
プ
ト
人
は

ム
バ
ラ
ク
前
大
統
領
の
辞
任
を
実
現
で
き
た
の
は
、
軍
の
存
在
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
先
月

行
わ
れ
た
大
統
領
選
挙
第
一
回
投
票
で
、
第
一
位
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ム
ル
ス
ィ
候
補
と
三
四
万
票
差
で
第
二
位
に
着
け
た
ア
フ
マ

ド
・
シ
ャ
フ
ィ
ー
ク
候
補
は
、
空
軍
の
元
中
将
で
ム
バ
ラ
ク
政
権
最
後
の
首
相
を
務
め
た
人
物
で
す
。
こ
の
投
票
結
果
か
ら
は
旧
政
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権
残
存
勢
力
復
活
の
兆
候
が
見
て
取
れ
、
そ
こ
か
ら
軍
と
旧
政
権
勢
力
の
癒
着
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
軍
の
暫
定
統
治
を
例
え
て
言
え
ば
、
エ
ジ
プ
ト
人
に
は
失
礼
な
言
い
方
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
軍
と
い
う
お
釈
迦
様

の
掌
の
上
で
、
イ
ス
ラ
ミ
ス
ト
も
旧
政
権
残
存
分
子
も
民
主
化
要
求
活
動
家
も
一
般
エ
ジ
プ
ト
国
民
も
精
一
杯
活
動
し
て
い
る
と
言

え
ば
、
言
い
過
ぎ
で
し
ょ
う
か
。
現
在
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
予
定
で
は
二
〇
一
二
年
七
月
一
日
か
ら
の
民
政
移
管
に
向
け
て
軍
の
暫
定

統
治
が
最
終
段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。
予
定
通
り
民
政
移
管
が
行
わ
れ
た
場
合
の
話
で
す
が
、
今
後
の
政
治
過
程
に
お
い
て
も
軍
が

折
に
触
れ
、
特
に
政
治
的
混
乱
が
生
じ
た
時
な
ど
に
影
響
力
を
行
使
し
て
、
エ
ジ
プ
ト
社
会
全
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る

こ
と
は
大
い
に
あ
り
得
る
こ
と
で
す
。

Ⅲ　

エ
ジ
プ
ト
一
月
二
五
日
革
命
と
そ
の
後

　

次
に
今
日
の
話
の
後
半
部
に
入
り
ま
す
が
、
一
月
二
五
日
革
命
以
降
の
エ
ジ
プ
ト
に
つ
い
て
、
①
人
民
議
会
で
五
〇
％
弱
の
議
席

を
獲
得
し
、
ま
た
大
統
領
選
挙
第
一
回
投
票
で
首
位
に
立
っ
た
Ｍ
Ｂ
と
暫
定
統
治
を
担
う
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｆ
の
間
に
見
ら
れ
る
駆
け
引
き
、

②
ト
ル
コ
と
比
較
し
て
見
た
時
の
政
軍
関
係
、
軍
と
社
会
の
関
係
の
類
似
性
、
相
違
性
な
ど
を
中
心
に
、
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

１　

一
月
二
五
日
革
命
︱
︱
一
八
日
間
の
流
れ
︱
︱

　

チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
ベ
ン
・
ア
リ
ー
政
権
崩
壊
（
一
月
一
四
日
）
に
よ
っ
て
勇
気
づ
け
ら
れ
た
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
一
月
一
五
日
以
降
、

「
四
月
六
日
青
年
運
動
」
が
中
心
と
な
り
一
月
二
五
日
の
警
察
記
念
日
に
全
国
主
要
都
市
に
お
い
て
政
府
の
「
人
権
」
無
視
に
抗
議

す
る
大
規
模
デ
モ
を
組
織
し
、
フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
て
エ
ジ
プ
ト
人
一
般
に
参
加
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
一
月
二
五
日
の
警

察
記
念
日
は
実
は
ム
バ
ラ
ク
が
国
民
の
祝
日
と
し
て
作
っ
た
休
日
な
の
で
す
。
一
九
五
二
年
一
月
二
五
日
は
七
月
二
六
日
革
命
の
前

夜
で
、
ス
エ
ズ
の
警
察
署
と
駐
留
イ
ギ
リ
ス
軍
の
戦
闘
が
起
こ
り
、
勇
敢
に
戦
っ
た
エ
ジ
プ
ト
の
警
察
を
記
念
し
よ
う
と
い
う
日
で
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す
。
そ
の
日
に
四
月
六
日
青
年
運
動
が
抗
議
運
動
を
合
わ
せ
た
の
は
サ
ー
カ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
エ
ジ
プ
ト
人
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
チ
ュ
ニ
ジ
ア
革
命
の
影
響
を
受
け
て
の
こ
と
で
す
が
。
警
察
の
人
権
無
視
、
警
察
に
よ
る
拷
問
に
対
す
る
抗
議
が
四
月
六
日

運
動
の
一
番
大
き
な
主
張
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
政
府
に
ぶ
つ
け
る
に
は
好
都
合
と
の
意
味
合
い
だ
と
思
い
ま
す
。

　

同
運
動
は
一
月
一
五
日
以
降
、
不
特
定
多
数
の
国
民
一
般
に
対
し
て
デ
モ
参
加
を
呼
び
掛
け
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
最
初
の
段
階

か
ら
い
ち
早
く
、
新
ワ
フ
ド
党
、
国
民
進
歩
集
合
党
の
よ
う
な
既
成
野
党
や
Ｍ
Ｂ
な
ど
、
ム
バ
ラ
ク
政
権
の
批
判
勢
力
に
対
し
て
も

個
別
に
デ
モ
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
呼
応
し
て
既
成
野
党
は
す
ぐ
さ
ま
賛
同
し
ま
し
た
が
、
Ｍ
Ｂ
は
態
度
表
明
で
も

た
つ
き
ま
す
。
Ｍ
Ｂ
は
一
旦
Ｏ
Ｋ
す
る
の
で
す
が
、
そ
の
後
、「
少
し
待
っ
て
ほ
し
い
。
組
織
の
中
で
会
議
を
開
い
て
決
め
た
い
」

と
言
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
他
の
弱
小
野
党
と
は
異
な
り
非
常
に
慎
重
な
姿
勢
で
す
ね
。
最
初
の
若
者
中
心
に
組
織
さ
れ
た
デ
モ
に

ど
の
く
ら
い
の
人
が
集
ま
る
か
、
Ｍ
Ｂ
は
見
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
一
月
二
五
日
火
曜
日
か
ら
四
、
五
日
経
っ
た
段
階
で
Ｍ
Ｂ

は
全
国
の
団
員
に
動
員
を
か
け
て
、
一
般
の
デ
モ
参
加
者
と
一
緒
に
カ
イ
ロ
の
タ
ハ
リ
ー
ル
広
場
は
じ
め
全
国
諸
都
市
で
デ
モ
に
参

加
し
た
と
推
定
で
き
ま
す
。

　

四
月
六
日
運
動
は
ま
た
エ
ジ
プ
ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
訴
え
る
こ
と
で
、
で
き
る
だ
け
広
範
な
社
会
諸
勢
力
を
反
政
府
デ
モ
に

結
集
し
よ
う
と
す
る
戦
略
を
採
用
し
ま
し
た
。「
集
団
や
政
党
を
表
す
ロ
ゴ
や
シ
ン
ボ
ル
で
は
な
く
、
エ
ジ
プ
ト
国
旗
を
携
え
て
一

月
二
五
日
の
デ
モ
に
参
加
す
る
よ
う
」
呼
び
か
け
て
い
ま
す
（
同
運
動
一
月
一
九
日
声
明
）。
エ
ジ
プ
ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
掲
げ

れ
ば
、
エ
ジ
プ
ト
国
内
に
あ
る
世
俗
主
義
リ
ベ
ラ
ル
派
、
イ
ス
ラ
ム
主
義
、
イ
ス
ラ
ム
主
義
よ
り
も
っ
と
保
守
的
な
サ
ラ
フ
ィ
ー
主

義
な
ど
、
様
々
な
思
想
潮
流
の
立
場
の
相
違
、
対
立
を
乗
り
越
え
て
、
反
ム
バ
ラ
ク
抗
議
行
動
で
合
意
が
得
ら
れ
や
す
い
か
ら
で
す
。

四
月
六
日
青
年
運
動
は
世
俗
主
義
リ
ベ
ラ
ル
派
の
運
動
で
す
が
、
エ
ジ
プ
ト
の
貧
困
層
の
多
く
は
も
と
も
と
イ
ス
ラ
ム
主
義
か
サ
ラ

フ
ィ
ー
主
義
に
共
感
を
示
し
ま
す
。

　

デ
モ
参
加
者
数
で
言
え
ば
、
そ
れ
ま
で
の
カ
イ
ロ
の
キ
フ
ァ
ー
ヤ
運
動
（
二
〇
〇
四
年
に
創
設
さ
れ
、
大
統
領
世
襲
・
汚
職
・
人
権

侵
害
な
ど
に
抗
議
す
る
市
民
運
動
。「
も
う
た
く
さ
ん
」
の
意
）
の
デ
モ
は
、
中
心
街
に
二
〇
〇
〜
三
〇
〇
人
集
ま
れ
ば
よ
い
方
で
し
た
。
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と
こ
ろ
が
四
月
六
日
青
年
運
動
と
連
携
す
る
「
我
々
は
皆
ハ
ー
リ
ド
・
サ
イ
ー
ド
だ
」
と
い
う
フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク
集
団
の
一
月
二
五

日
デ
モ
参
加
呼
び
掛
け
に
対
し
て
、
一
月
二
〇
日
段
階
で
六
一
、〇
〇
〇
人
が
参
加
の
意
志
を
表
明
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
一
月
二

五
日
デ
モ
に
は
約
三
万
人
が
参
加
し
た
の
で
す
。
こ
れ
は
そ
れ
ま
で
の
ご
く
小
規
模
な
抗
議
運
動
か
ら
は
想
像
が
つ
か
な
い
ぐ
ら
い

大
き
な
運
動
に
、
こ
こ
で
転
換
が
起
こ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

世
俗
主
義
リ
ベ
ラ
ル
派
の
若
者
主
導
で
ム
バ
ラ
ク
大
統
領
辞
任
に
ま
で
至
っ
た
一
八
日
間
に
わ
た
る
民
衆
の
集
団
的
抗
議
行
動
は
、

初
期
の
目
標
は
あ
ま
り
明
確
で
は
な
く
、
人
権
の
尊
重
や
「
警
察
の
拷
問
に
反
対
す
る
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
ム
バ
ラ

ク
政
権
下
で
の
国
民
民
主
党
に
よ
る
一
党
独
裁
、
汚
職
の
批
判
、
ム
バ
ラ
ク
政
権
の
総
退
陣
要
求
へ
と
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
当

時
私
が
カ
イ
ロ
に
い
て
感
じ
た
の
は
、
若
者
た
ち
の
政
治
意
識
、
主
張
の
共
通
基
盤
に
は
、
エ
ジ
プ
ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
立
脚

し
て
エ
ジ
プ
ト
を
真
の
国
民
国
家
に
作
り
直
し
、
そ
こ
に
し
っ
か
り
し
た
西
欧
的
な
議
会
制
民
主
主
義
を
実
現
し
た
い
と
す
る
欲
求

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
一
八
日
間
の
革
命
の
間
イ
ス
ラ
ム
主
義
は
少
な
く
と
も
目
立
っ
た
要
求
と
し
て
表
面
に
は
出
て
来
な
か
っ

た
こ
と
で
す
。

２　

革
命
の
伏
線
︱
︱
二
〇
〇
〇
年
代
︱
︱

　

そ
れ
以
前
に
も
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
、
エ
ジ
プ
ト
社
会
に
は
全
般
的
な
閉
塞
感
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
大
統
領
世
襲
反
対
、

人
権
尊
重
、
政
治
参
加
、
生
活
改
善
を
求
め
る
集
団
的
抗
議
行
動
、
労
働
運
動
も
多
発
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
運
動
の
一
つ
が

一
月
二
五
日
デ
モ
を
組
織
す
る
こ
と
に
な
る
四
月
六
日
青
年
運
動
で
す
。
こ
の
運
動
は
二
〇
〇
八
年
四
月
、
デ
ル
タ
地
帯
の
マ
ハ
ッ

ラ
ル
・
ク
ブ
ラ
ー
（M

ahalla al-K
ubra

）
で
綿
工
業
に
従
事
す
る
公
共
部
門
労
働
者
の
抗
議
行
動
と
連
帯
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

駆
使
し
た
運
動
戦
術
を
編
み
出
し
、
主
に
若
者
を
対
象
と
し
た
人
権
擁
護
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
そ
の
延
長
線

上
で
エ
ジ
プ
ト
の
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
に
最
初
の
火
が
付
い
た
と
い
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
二
〇
〇
〇
年
代
、
ア
メ
リ
カ
政
府
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
）
は
エ
ジ
プ
ト
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
を
財
政
支
援
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

い
く
つ
か
は
財
政
支
援
の
み
な
ら
ず
、
国
務
省
の
息
が
か
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
連
携
し
て
市
民
運
動
の
指
南
を
受
け
て
い
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ま
し
た
。
例
え
ば
サ
ア
ド
・
イ
ッ
デ
ィ
ン
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
（Saad Eddine Ibrahim

）
と
い
う
親
米
の
世
俗
主
義
的
な
民
主
化
運
動

家
が
い
ま
す
が
、
彼
が
主
宰
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（Ibn K

haldun Center for D
evelopm

ent Studies

）
は
、
国
務
省
が
財
政
支
援
す
る
ア

メ
リ
カ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
リ
ー
ダ
ム
・
ハ
ウ
ス
（Freedom

 H
ouse

）
と
連
携
し
、
エ
ジ
プ
ト
青
年
を
定
期
的
に
ア
メ
リ
カ
に
送
っ
て
、

ワ
シ
ン
ト
ン
で
講
義
を
受
け
さ
せ
た
後
、
全
米
各
地
の
市
民
団
体
の
活
動
の
現
場
で
イ
ン
タ
ー
ン
を
さ
せ
、
そ
こ
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
っ
た
市
民
運
動
の
や
り
方
な
ど
を
学
ば
せ
て
い
ま
す
（
５
）。

こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
国
務
省
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
介
し
て
施
行
し
た
エ
ジ
プ

ト
青
年
に
対
す
る
市
民
運
動
訓
練
は
今
回
の
革
命
勃
発
に
ど
の
程
度
の
影
響
を
与
え
た
の
か
、
さ
ら
に
は
そ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
の
支

援
を
受
け
て
エ
ジ
プ
ト
国
内
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
四
月
六
日
運
動
の
よ
う
な
革
命
の
火
付
け
役
と
な
っ
た
若
者
集
団
と
の
関
係
の

有
無
に
つ
い
て
、
今
後
の
研
究
が
待
た
れ
ま
す
。
例
え
ば
米
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
トW

illiam
 D

obson

は
、
四
月
六
日
運
動
が
ミ
ロ

シ
ェ
ビ
ッ
チ
政
権
崩
壊
を
も
た
ら
し
た
セ
ル
ビ
ア
の
学
生
抵
抗
運
動
の
流
れ
を
汲
むCentre for A

pplied N
onV

iolent A
ction 

and Strategies

（
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｖ
Ａ
Ｓ
）
か
ら
運
動
の
手
解
き
を
受
け
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
ま
す
（
６
）。

　

革
命
後
の
経
緯
を
見
る
と
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｆ
と
ア
メ
リ
カ
は
じ
め
海
外
か
ら
の
財
政
支
援
を
受
け
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
関
係
は
非
常
に

悪
く
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｆ
は
今
年
（
二
〇
一
二
年
）
二
月
こ
う
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
国
内
活
動
を
停
止
さ
せ
、
活
動
家
の
拘
束
、
裁
判
、
国
外
退

去
に
ま
で
発
展
し
ま
し
た
。

３　

一
月
二
五
日
革
命
と
イ
ス
ラ
ム
主
義

　

す
で
に
お
話
し
し
ま
し
た
よ
う
に
、
一
月
二
五
日
に
は
四
月
六
日
青
年
運
動
な
ど
、
世
俗
主
義
的
で
急
進
主
義
的
な
若
者
中
心
の

市
民
運
動
の
呼
び
掛
け
で
デ
モ
が
始
ま
っ
て
、
そ
こ
に
連
日
不
特
定
多
数
の
若
者
が
応
え
て
参
加
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
後
四
、
五
日
し
て
か
ら
、
つ
ま
り
警
察
の
厳
し
い
弾
圧
で
多
数
の
若
者
が
亡
く
な
っ
た
「
怒
り
の
金
曜
日
」
と
呼
ば
れ
る
二
八

日
を
越
す
段
階
か
ら
、
デ
モ
参
加
者
数
が
だ
ん
だ
ん
増
え
て
ゆ
き
、
ノ
ン
ポ
リ
の
人
た
ち
、
ノ
ン
ポ
リ
以
外
に
組
織
力
を
持
っ
た
Ｍ

Ｂ
、
サ
ラ
フ
ィ
ー
主
義
組
織
に
よ
っ
て
動
員
さ
れ
た
人
た
ち
の
デ
モ
参
加
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
う
い
う
人
た
ち
も
同

じ
エ
ジ
プ
ト
人
と
し
て
の
同
胞
意
識
か
ら
タ
ハ
リ
ー
ル
に
来
て
、
若
者
た
ち
の
デ
モ
へ
の
賛
同
を
表
し
、
ム
バ
ラ
ク
大
統
領
の
辞
任
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を
要
求
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
当
時
警
察
が
交
通
、
治
安
の
任
務
か
ら
一
斉
に
引
き
揚
げ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
治
安
の
悪
化
へ
の
対
処
が
市
民

生
活
の
緊
急
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
応
す
る
過
程
で
、
革
命
に
よ
る
混
乱
の
一
時
期
に
限
ら
れ
ま
す
が
、
エ
ジ
プ
ト
人
の

政
治
文
化
を
理
解
す
る
上
で
興
味
深
い
行
動
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
全
国
各
都
市
の
各
地
区
に
自
発
的
な
民
間
隣
組
の
自
衛
団
が
組
織

さ
れ
、
自
分
た
ち
の
日
常
生
活
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
市
民
自
治
の
精
神
が
発
揮
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
時
Ｍ
Ｂ
は
そ
の
組

織
力
を
発
揮
し
て
、「
人
民
委
員
会
」
と
呼
ば
れ
る
自
衛
団
組
織
を
街
の
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
組
織
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
イ
ス

ラ
ミ
ス
ト
の
革
命
参
加
に
関
す
る
実
態
分
析
は
現
在
徐
々
に
研
究
が
出
始
め
て
い
ま
す
。

４　

革
命
後
の
軍
政
の
問
題

　

次
に
二
月
一
一
日
以
降
の
軍
政
の
問
題
を
見
た
い
と
思
い
ま
す
。
軍
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
、
ム
バ
ラ
ク
の
次
男
ガ
マ
ー
ル

に
大
統
領
職
が
後
継
さ
れ
る
こ
と
を
非
常
に
警
戒
し
て
い
ま
し
た
。
二
〇
一
一
年
一
月
の
民
衆
デ
モ
勃
発
以
前
か
ら
ガ
マ
ー
ル
後
継

を
め
ぐ
る
民
衆
の
反
発
を
想
定
し
て
、
軍
は
こ
の
問
題
で
民
衆
デ
モ
が
発
生
し
た
場
合
に
政
治
介
入
す
る
行
動
計
画
を
策
定
し
て
い

た
と
ア
ハ
ラ
ム
紙
は
報
じ
て
い
ま
す
。
軍
の
予
想
で
は
、
ガ
マ
ー
ル
後
継
の
発
表
と
そ
れ
に
伴
う
抗
議
デ
モ
は
二
〇
一
一
年
五
月
か

六
月
に
起
こ
る
と
見
て
い
ま
し
た
（
７
）。
と
こ
ろ
が
そ
れ
が
早
ま
っ
て
一
月
に
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。

　

ま
た
一
月
二
〇
日
前
後
か
ら
革
命
勃
発
に
か
け
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
ア
ナ
ー
ン
参
謀
長
を
は
じ
め
と
す
る
エ
ジ
プ
ト
軍
代
表
団

が
米
政
府
と
軍
事
援
助
を
め
ぐ
る
年
次
協
議
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
お
そ
ら
く
そ
の
間
に
一
八
日
間
の
民
衆
デ
モ
に

対
す
る
軍
の
対
応
の
仕
方
、
軍
独
自
の
判
断
に
よ
る
軍
政
開
始
の
決
定
に
つ
い
て
、
米
政
府
と
相
談
し
た
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま 

せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
知
ら
せ
る
こ
と
は
し
た
は
ず
で
す
。

　

そ
の
後
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｆ
は
文
民
暫
定
内
閣
を
立
ち
上
げ
て
、
人
民
議
会
、
大
統
領
の
各
選
挙
の
準
備
、
さ
ら
に
二
〇
一
二
年
五
月
ま
で

に
公
布
が
予
定
さ
れ
た
新
憲
法
の
制
定
と
い
っ
た
政
治
過
程
を
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
過
程
で
様
々
な
軍
政
批
判
が
な
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
通
常
は
軍
務
上
の
犯
罪
に
限
定
さ
れ
る
軍
事
裁
判
を
革
命
後
エ
ジ
プ
ト
市
民
一
般
に
対
し
て
も
継
続
的
に
適
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用
し
た
た
め
、
人
権
軽
視
と
非
難
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
二
〇
一
一
年
一
一
月
末
か
ら
翌
二
〇
一
二
年
三
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
人

民
議
会
・
諮
問
議
会
両
選
挙
に
際
し
て
旧
与
党
国
民
民
主
党
党
員
の
立
候
補
を
容
認
し
た
こ
と
、
司
法
に
よ
る
ム
バ
ラ
ク
自
身
、
そ

の
息
子
た
ち
、
そ
の
他
旧
政
権
幹
部
の
腐
敗
汚
職
の
審
理
追
及
が
不
徹
底
で
あ
る
こ
と
、
民
政
移
管
の
時
期
お
よ
び
そ
の
後
の
政
治

不
介
入
の
保
障
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
、
二
〇
一
一
年
七
月
以
降
議
論
さ
れ
た
新
憲
法
起
草
の
叩
き
台
と
な
る
憲
法
原
則
に
軍
に
対

す
る
特
権
的
取
扱
い
を
加
え
た
こ
と
な
ど
、
軍
政
に
対
す
る
い
ろ
い
ろ
な
不
満
が
噴
出
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

二
〇
一
一
年
一
一
月
に
入
り
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｆ
が
文
民
暫
定
内
閣
の
シ
ャ
ラ
フ
内
閣
を
通
し
て
正
式
発
表
し
た
憲
法
原
則
の
中
に
、

「
議
会
で
の
軍
事
予
算
不
審
議
」「
人
民
議
会
あ
る
い
は
内
閣
が
重
要
な
国
内
政
策
・
外
交
政
策
を
決
定
遂
行
す
る
際
に
は
、
前
以
て

そ
の
旨
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｆ
に
相
談
し
て
承
認
を
得
る
こ
と
」
な
ど
、
軍
の
特
権
を
温
存
す
る
条
項
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
一

部
国
民
、
若
者
の
怒
り
が
爆
発
し
、
一
一
月
一
八
日
金
曜
日
に
は
Ｍ
Ｂ
が
こ
の
憲
法
原
則
に
反
対
し
早
期
民
政
移
管
を
要
求
し
て
タ

ハ
リ
ー
ル
広
場
で
大
き
な
デ
モ
を
組
織
し
、
こ
れ
に
は
世
俗
主
義
リ
ベ
ラ
ル
派
を
含
む
数
万
規
模
の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
れ
以

降
デ
モ
の
一
部
は
暴
徒
化
し
、
騒
乱
状
態
が
一
週
間
ほ
ど
続
き
ま
す
。
シ
ャ
ラ
フ
内
閣
は
総
辞
職
し
、
そ
れ
に
代
わ
る
ガ
ン
ズ
ー
リ

救
国
内
閣
の
組
閣
は
、
内
務
大
臣
ポ
ス
ト
が
な
か
な
か
決
ま
ら
ず
難
航
し
ま
す
。
さ
ら
に
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｆ
の
下
に
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｆ
に
対
し
て
意

見
勧
告
を
す
る
諮
問
評
議
会
が
あ
ら
た
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
（
各
政
党
代
表
者
や
大
統
領
候
補
者
な
ど
三
〇
名
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
上

院
に
当
た
る
諮
問
評
議
会
と
は
別
組
織
）。

５　

ト
ル
コ
の
政
軍
関
係
と
の
比
較

　

こ
こ
で
簡
単
に
ト
ル
コ
の
政
軍
関
係
と
軍
の
社
会
的
位
置
の
現
状
に
触
れ
、
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
現
在
の
軍
政
と
の
比
較
を
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
ト
ル
コ
軍
の
特
権
、
影
響
力
の
歴
史
的
背
景
を
見
ま
す
と
、
①
軍
独
自
に
国
内
外
の
敵
と
戦
闘
す
る
規
則
を
定
め
、

②
軍
独
自
の
年
金
基
金
に
基
づ
い
て
、
経
済
活
動
に
手
を
広
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
年
金
基
金
と
フ
ラ
ン
ス
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
ル

ノ
ー
の
合
弁
事
業
は
二
〇
一
〇
年
ト
ル
コ
最
大
の
輸
出
企
業
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
③
二
〇
〇
二
年
に
公
正
発
展
党
（
Ａ
Ｋ
Ｐ
）
が

政
権
に
就
く
ま
で
は
、
軍
は
文
字
通
り
ト
ル
コ
の
政
権
を
作
っ
た
り
、
壊
し
た
り
し
ま
し
た
。
一
九
六
〇
年
、
一
九
七
一
年
、
一
九
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八
〇
年
に
は
明
確
に
軍
の
政
治
介
入
（
ク
ー
デ
タ
ー
）
を
宣
言
し
て
全
国
諸
都
市
へ
軍
事
車
両
を
展
開
し
、
一
定
期
間
軍
政
を
敷
き

ま
し
た
。
一
九
九
七
年
に
は
単
に
親
イ
ス
ラ
ム
政
策
（
中
東
外
交
な
ど
）
に
不
快
感
を
表
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
エ
ル
バ
カ
ン
首
相

ら
を
退
け
、
イ
ス
ラ
ム
主
義
政
権
を
倒
し
て
い
ま
す
。
以
上
三
点
は
エ
ジ
プ
ト
軍
と
非
常
に
よ
く
似
て
お
り
ま
す
（
８
）。

　

と
こ
ろ
が
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
Ａ
Ｋ
Ｐ
に
よ
る
政
権
掌
握
直
後
の
二
〇
〇
三
年
、
ト
ル
コ
軍
の
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
事
件
が
起
こ

り
ま
し
た
。「
鉄
槌つ
い

」
作
戦
と
呼
ば
れ
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
モ
ス
ク
爆
破
、
ト
ル
コ
軍
機
撃
墜
と
そ
の
責
任
の
ギ
リ
シ
ャ
へ
の
転

嫁
を
計
画
し
、
騒
乱
に
乗
じ
て
政
府
転
覆
を
謀
ろ
う
と
し
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
な
ぜ
か
当
時
公
表
さ
れ
ず
、
ず
っ
と
隠

蔽
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
間
Ａ
Ｋ
Ｐ
は
憲
法
を
改
正
し
、
司
法
権
の
独
立
を
強
化
し
て
軍
人
を
起
訴
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
拠
っ
て
二
〇
一
〇
年
二
月
以
降
検
察
は
捜
査
を
開
始
し
、
治
安
判
事
に
よ
る
逮
捕
が
行
わ
れ
、
七
月
陸
軍
退
役
司
令
官
（
事

件
当
時
現
職
）
お
よ
び
現
職
軍
幹
部
約
二
〇
〇
名
を
騒
乱
罪
で
起
訴
し
、
一
二
月
一
六
日
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
重
罪
裁
判
所
で
第
一
回

公
判
が
開
か
れ
ま
し
た
。
第
二
回
公
判
は
延
期
と
な
り
現
在
も
審
理
は
継
続
中
で
す
（
９
）。
こ
の
た
め
現
在
現
役
将
軍
四
三
名
（
現
役
将

軍
総
数
の
約
一
〇
％
）
と
二
五
〇
名
以
上
の
現
役
将
校
が
獄
中
に
拘
束
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
エ
ル
ド
ア
ン
首
相
は
騒
乱
罪

起
訴
を
利
用
し
て
軍
部
を
押
さ
え
込
み
、
文
民
統
制
実
現
の
た
め
の
政
治
闘
争
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
ト
ル
コ
の
実
態
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
ト
ル
コ
の
政
軍
関
係
に
重
大
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
の
は
事
実
で
す
が
、
ま
だ
文
民
政
府
が
軍
人
の
影
響
力
を
完

全
に
押
さ
え
込
ん
だ
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
進
ん
で
エ
ル
ド
ア
ン
政
権
は
、
軍
最
高
司
令
部
が
こ
れ
ま
で
保
持
し
て
き
た
財

政
・
司
法
両
面
で
の
自
治
権
を
憲
法
修
正
に
よ
っ
て
押
さ
え
込
む
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
①
軍
は
経
済
権
益

に
加
え
て
、
国
防
予
算
と
兵
器
調
達
の
大
部
分
を
管
理
し
て
い
ま
す
が
、
同
政
権
は
遂
に
こ
の
領
域
に
も
踏
み
込
も
う
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
②
新
憲
法
の
下
で
軍
事
法
廷
の
権
限
に
制
約
を
課
し
、
軍
事
裁
判
は
軍
関
係
の
係
争
に
限
定
す
る
よ
う
取
り
決
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す）（（
（

。

　

こ
れ
ら
二
点
で
社
会
的
批
判
を
受
け
て
い
る
点
で
、
エ
ジ
プ
ト
軍
は
ト
ル
コ
軍
と
相
似
性
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
軍
の
抱
え
る
同

じ
問
題
へ
の
認
識
で
は
両
国
は
共
通
し
て
い
ま
す
が
、
軍
の
政
治
介
入
と
自
治
権
聖
域
化
を
無
効
に
す
る
文
民
統
制
と
そ
の
制
度
化
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実
現
に
向
け
た
政
治
闘
争
で
は
ト
ル
コ
が
一
歩
先
ん
じ
て
い
ま
す
。
エ
ジ
プ
ト
軍
の
特
権
の
問
題
に
つ
い
て
の
非
難
は
、
当
然
国
内

に
存
在
す
る
の
で
す
が
、
こ
れ
を
今
す
ぐ
に
押
さ
え
込
め
る
よ
う
な
段
階
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
を
含
め
、
ト
ル
コ
の
イ
ス
ラ
ム
主
義
政
権
が
政
教
分
離
の
国
是
を
持
つ
国
家
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
長
年
に
わ
た
っ
て

培
わ
れ
た
民
主
主
義
的
な
制
度
を
き
ち
ん
と
運
営
し
、
そ
し
て
そ
の
中
で
イ
ス
ラ
ム
的
規
範
の
適
用
範
囲
を
以
前
よ
り
も
拡
大
す
る

と
い
う
政
策
を
採
っ
て
い
る
こ
と
に
エ
ジ
プ
ト
人
は
大
き
な
期
待
感
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
エ
ル
ド
ア
ン
首
相
の
下
で
過
去
一
〇

年
、
年
率
五
〜
一
〇
％
の
経
済
成
長
、
一
人
当
た
り
国
民
所
得
の
倍
増
を
達
成
す
る
一
方
、
中
東
地
域
に
お
け
る
域
内
指
導
力
お
よ

び
Ｅ
Ｕ
加
盟
候
補
国
と
し
て
の
重
要
性
が
増
し
た
点
も
そ
う
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
は
加
盟
の
代
価
と
し
て
軍
の
影
響
力
の
抑

制
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

　
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
を
担
っ
た
諸
国
で
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
み
な
ら
ず
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
リ
ビ
ア
で
も
、
現
在
新
政
権
構
築
の
最
中
に

あ
り
、
以
上
の
意
味
合
い
で
多
く
の
一
般
市
民
は
こ
の
「
ト
ル
コ
・
モ
デ
ル
」
を
憧
れ
の
気
持
ち
を
込
め
て
し
ば
し
ば
引
き
合
い
に

出
し
ま
す
。

６　

人
民
議
会
・
諮
問
評
議
会
選
挙
と
新
憲
法
起
草

　

そ
の
後
の
イ
シ
ュ
ー
と
し
て
、
人
民
議
会
・
諮
問
評
議
会
選
挙
と
新
憲
法
起
草
が
あ
り
ま
す
。
人
民
議
会
選
挙
は
全
国
を
三
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
二
八
日
第
一
回
投
票
、
一
二
月
一
四
日
第
二
回
投
票
、
今
年
（
二
〇
一
二
年
）
一
月
初
め

第
三
回
投
票
と
い
う
こ
と
で
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

政
党
別
の
得
票
を
第
一
回
投
票
を
終
え
た
段
階
の
推
計
の
図
で
見
て
み
ま
し
ょ
う
（
図
３
）。
エ
ジ
プ
ト
の
政
党
分
布
は
、
右
と

左
の
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
軸
以
外
に
宗
教
軸
つ
ま
り
イ
ス
ラ
ム
色
が
強
い
か
、
あ
る
い
は
世
俗
色
が
強
い
か
と
い
う
形
で
政
党
の
位

置
付
け
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
番
大
き
な
固
ま
り
が
Ｍ
Ｂ
の
政
治
組
織
、
自
由
公
正
党
（
Ｆ
Ｊ
Ｐ
）
が
主
導
す
る
民
主
連
合
、
そ

の
次
に
大
き
い
の
は
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
よ
り
さ
ら
に
保
守
的
で
イ
ス
ラ
ム
色
の
強
い
ヌ
ー
ル
党
（A

l-N
our Party

）
が
主
導
す
る
イ

ス
ラ
ム
主
義
連
合
、
続
い
て
世
俗
リ
ベ
ラ
ル
派
に
括
ら
れ
る
エ
ジ
プ
ト
連
合
（Egyptian Bloc

）、
ワ
フ
ド
党
（A

l-W
afd

）、
ワ
サ
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ト
党
（W

assat

）、
ア
ド
ル
党
（El-A

dl

）、
革
命
継

続
党
（T

he Revolution Continues

）
な
ど
が
続
い

て
い
ま
す
。
人
民
議
会
の
総
議
席
は
五
〇
八
、
う
ち

一
〇
議
席
は
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｆ
に
よ
る
任
命
で
、
残
り
選
挙

に
よ
る
四
九
八
議
席
が
一
五
の
政
党
に
よ
っ
て
配
分

さ
れ
ま
し
た
。
一
月
二
二
日
段
階
の
最
終
結
果
で
は
、

第
一
党
民
主
連
合
二
三
五
議
席
（
四
七
・
二
％
）、
第

二
党
イ
ス
ラ
ム
主
義
連
合
一
二
三
議
席
（
二
四
・

七
％
）、
ワ
フ
ド
党
三
八
議
席
（
七
・
六
％
）、
エ
ジ

プ
ト
連
合
三
四
議
席
（
六
・
八
％
）、
ワ
サ
ト
党
一
〇

議
席
、
改
革
発
展
党
九
議
席
の
順
で
、
革
命
継
続
党

は
七
議
席
で
し
た）（（
（

。（
従
っ
て
図
３
は
最
終
選
挙
結
果

と
は
異
な
る
）

　

人
民
議
会
は
イ
ス
ラ
ム
主
義
政
党
が
七
〇
％
以
上

の
議
席
を
占
め
る
状
態
で
、
一
月
二
三
日
に
開
会
し

ま
し
た
。
そ
の
直
後
か
ら
同
議
会
は
内
閣
不
信
任
決

議
権
お
よ
び
新
内
閣
の
組
閣
権
を
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｆ
に
対
し

て
要
求
し
た
の
で
す
が
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｆ
は
首
を
縦
に
振

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
一
一
月
末
に
成
立

し
た
ガ
ン
ズ
ー
リ
救
国
内
閣
は
六
月
三
〇
日
の
Ｓ
Ｃ

自由公正党
（民主連合）

ワサト党

ワフド党

アドル党

宗教的

世俗的

左派 右派

革命継続党

エジプト連合

ヌール党
（イスラム主義連合）

図３　人民議会選挙第一回投票（2011年11月２８日）結果予想図
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Ａ
Ｆ
の
民
政
移
管
ま
で
持
ち
こ
た
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
与
党
Ｆ
Ｊ
Ｐ
は
こ
の
他
に
も
政
策
関
連
の
立
法
を
意
図
し
ま
す

が
、
軍
政
下
で
思
う
に
任
せ
ず
、
ほ
と
ん
ど
何
の
成
果
も
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
ま
た
諮
問
評
議
会
の
選

挙
は
人
民
議
会
選
出
後
三
月
ま
で
か
か
っ
て
施
行
さ
れ
、
人
民
議
会
同
様
イ
ス
ラ
ム
主
義
政
党
が
議
席
を
独
占
し
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
に
一
番
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
新
憲
法
の
起
草
に
取
り
掛
か
る
作
業
で
す
。
人
民
議
会
選
出
以
前
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｆ
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
は
、
新
た
に
選
出
さ
れ
た
人
民
議
会
が
一
〇
〇
名
か
ら
な
る
制
憲
議
会
（
憲
法
起
草
委
員
会
）
を
選
び
、
そ
の
制
憲
議
会

が
半
年
か
け
て
新
憲
法
草
案
を
起
草
し
、
国
民
投
票
に
か
け
て
発
布
す
る
は
ず
で
し
た
。
し
か
し
こ
の
制
憲
議
会
の
編
成
に
手
間

取
っ
て
い
る
間
に
、
先
に
大
統
領
選
挙
を
前
倒
し
し
て
二
〇
一
二
年
五
月
〜
六
月
に
行
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ど
う
し
て
制
憲
議
会
の
編
成
に
手
間
取
っ
た
か
と
申
し
ま
す
と
、
二
〇
一
二
年
三
月
人
民
議
会
で
は
、
制
憲
議
会
一
〇
〇
名
の 

メ
ン
バ
ー
構
成
を
人
民
議
会
議
員
五
〇
名
、
非
議
員
五
〇
名
、
イ
ス
ラ
ム
主
義
者
六
五
名
、
非
イ
ス
ラ
ム
主
義
者
三
五
名
の
割
合
に

し
た
構
成
案
を
作
り
、
可
決
、
組
織
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
す
ぐ
さ
ま
世
俗
主
義
リ
ベ
ラ
ル
派
の
メ
ン
バ
ー
や
エ
ジ
プ
ト
人
に
と
っ

て
イ
ス
ラ
ム
の
権
威
で
あ
る
ア
ル
︲
ア
ズ
ハ
ル
代
表
の
メ
ン
バ
ー
ら
は
、
構
成
が
イ
ス
ラ
ム
主
義
者
優
位
独
占
に
偏
っ
て
い
る
と
抗

議
し
て
、
そ
の
相
当
数
が
辞
任
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｆ
は
こ
の
制
憲
議
会
の
合
法
性
を
最
高
行
政
裁
判
所
に

照
会
し
、
四
月
初
め
に
出
さ
れ
た
判
決
に
従
っ
て
人
民
議
会
に
対
し
同
制
憲
議
会
を
解
散
し
、
再
組
織
を
命
じ
ま
し
た
。
し
か
し
新

制
憲
議
会
の
組
織
は
遅
れ
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｆ
は
民
政
移
管
の
期
限
六
月
三
〇
日
が
迫
っ
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
、
当
初
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

と
は
大
き
く
異
な
り
、
大
統
領
選
挙
を
五
月
に
見
切
り
発
車
で
実
施
し
ま
す
。

　

Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｆ
は
六
月
五
日
、
大
統
領
選
挙
決
選
投
票
の
前
で
す
が
、
人
民
議
会
に
対
し
二
日
後
ま
で
に
新
し
い
制
憲
議
会
を
組
織
す

る
よ
う
命
じ
、
も
し
そ
れ
が
で
き
な
い
な
ら
ば
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｆ
が
新
制
憲
議
会
を
組
織
す
る
と
脅
し
を
か
け
ま
す
。
慌
て
た
人
民
議
会
は

徹
夜
で
協
議
し
て
、
議
員
三
九
名
、
非
議
員
六
一
名
、
イ
ス
ラ
ム
主
義
者
五
〇
名
、
非
イ
ス
ラ
ム
主
義
者
五
〇
人
の
構
成
案
を
Ｓ
Ｃ

Ａ
Ｆ
に
戻
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
で
も
ま
だ
反
対
者
が
か
な
り
出
て
い
る
よ
う
で
す
。

７　

大
統
領
選
挙
第
一
回
投
票
結
果
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以
上
の
経
緯
で
二
〇
一
二
年
五
月
二
三
日
、
革
命
後
初
の
大
統
領
選
挙
の
第
一
回
投
票
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
少
し

分
析
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
有
力
候
補
は
五
人
、
ム
ル
ス
ィ
は
Ｆ
Ｊ
Ｐ
党
首
で
Ｍ
Ｂ
出
身
。
シ
ャ
フ
ィ
ー
ク
は
旧
政
権
の
代
表
で
あ
り
、

空
軍
出
身
、
ム
バ
ラ
ク
政
権
の
航
空
大
臣
を
務
め
、
ム
バ
ラ
ク
辞
任
直
前
に
首
相
に
任
命
さ
れ
、
首
相
在
任
中
の
二
〇
一
一
年
二
月

末
、
テ
レ
ビ
の
討
論
番
組
で
「
タ
ハ
リ
ー
ル
・
デ
モ
は
集
団
ヒ
ス
テ
リ
ー
だ
」
と
放
言
し
て
、
若
者
活
動
家
の
反
感
を
買
っ
て
辞
め

さ
せ
ら
れ
た
人
で
す
。
ア
ブ
ル
・
フ
ト
ゥ
ー
ハ
は
医
師
、
Ｍ
Ｂ
指
導
部
の
強
硬
路
線
に
反
対
し
て
Ｍ
Ｂ
か
ら
脱
退
し
、
世
俗
主
義
リ

ベ
ラ
ル
派
、
サ
ラ
フ
ィ
ー
主
義
者
な
ど
の
取
り
込
み
を
狙
い
個
人
で
立
候
補
し
ま
し
た
。
サ
ッ
バ
ー
ヒ
は
ナ
セ
ル
主
義
者
、
カ
ラ
ー

マ
党
創
設
者
兼
党
首
で
ア
ラ
ブ
社
会
主
義
の
信
奉
者
で
す
。
同
時
に
キ
フ
ァ
ー
ヤ
運
動
（
前
掲
）
に
参
加
し
て
い
た
り
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ

前
事
務
総
長
エ
ル
・
バ
ラ
ダ
イ
が
主
宰
す
る
国
民
変
革
連
合
（N

ational A
ssociation for Change

）
な
ど
に
も
い
た
こ
と
の
あ
る

人
で
す
。
ム
ー
サ
ー
は
ム
バ
ラ
ク
政
権
の
外
務
大
臣
を
一
〇
年
務
め
、
そ
の
後
は
ア
ラ
ブ
連
盟
の
事
務
局
長
職
に
あ
り
ま
し
た
。
図

４
は
以
上
五
名
の
候
補
者
の
全
国
得
票
数
で
す
。
得
票
数
の
多
い
順
に
ム
ル
ス
ィ
、
シ
ャ
フ
ィ
ー
ク
、
サ
ッ
バ
ー
ヒ
、
ア
ブ
ル
・
フ

ト
ゥ
ー
ハ
、
ム
ー
サ
ー
の
順
で
す
。
ム
ル
ス
ィ
と
シ
ャ
フ
ィ
ー
ク
で
は
一
％
（
三
四
万
票
あ
ま
り
）
し
か
違
い
ま
せ
ん
。

　

図
５
は
イ
ス
ラ
ム
主
義
候
補
者
（
ム
ル
ス
ィ
、
ア
ブ
ル
・
フ
ト
ゥ
ー
ハ
で
、
両
候
補
と
も
サ
ラ
フ
ィ
ー
主
義
諸
団
体
の
支
持
を
得
て
い

る
）
と
非
イ
ス
ラ
ム
主
義
候
補
者
（
シ
ャ
フ
ィ
ー
ク
、
サ
ッ
バ
ー
ヒ
、
ム
ー
サ
ー
）
の
得
票
数
の
比
較
で
す
。
全
国
集
計
で
は
、
前
者

は
四
三
％
、
後
者
は
五
七
％
で
す
。
こ
れ
を
県
別
に
見
る
と
、
イ
ス
ラ
ム
主
義
候
補
者
の
得
票
数
が
非
イ
ス
ラ
ム
主
義
候
補
者
の
そ

れ
を
上
回
っ
て
い
る
県
は
、
ブ
ヘ
イ
ラ
（Behiera

）、
フ
ァ
イ
ユ
ー
ム
（Fayoum

）、
ベ
ニ
ー
・
ス
エ
フ
（Bani Suef

）、
ミ
ニ
ア

（M
inya

）、
ア
シ
ュ
ー
ト
（A

ssiut

）
な
ど
で
、
ブ
ヘ
イ
ラ
を
除
き
、
い
ず
れ
も
上
エ
ジ
プ
ト
（
カ
イ
ロ
よ
り
南
）
に
位
置
す
る
貧
困

問
題
が
深
刻
な
農
業
県
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
非
イ
ス
ラ
ム
主
義
者
の
得
票
数
が
イ
ス
ラ
ム
主
義
候
補
者
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
る

県
は
、
カ
イ
ロ
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
（A

lexandria

）
な
ど
の
都
市
県
と
ダ
カ
フ
リ
ー
ヤ
（D

akahleya

）、
シ
ャ
ル
キ
ー
ヤ

（Sharkiya

）、
ガ
ル
ビ
ー
ヤ
（Gharbiya

）、
カ
リ
ュ
ビ
ー
ヤ
（Q

alubya

）、
メ
ヌ
フ
ィ
ー
ヤ
（M

onoufiya

）、
カ
フ
ル
・
シ
ェ
イ
フ

（K
afr El-Sheikh

）
な
ど
の
下
エ
ジ
プ
ト
（
カ
イ
ロ
よ
り
北
の
ナ
イ
ル
川
デ
ル
タ
地
帯
）
に
位
置
す
る
諸
県
で
す
。
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図4　大統領候補5名の全国得票数
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(2012年5月23日　大統領選挙第一回投票結果)

典拠：“Egypt presidential elections: A visual breakdown of who voted for who and where,”
　　　Ahram Online May 26, 2012 (http://english.ahram.org.eg/NewsContentMulti/42975/Multimedia.aspx)

図5　県別に見た大統領候補者への投票傾向（イスラム主義／非イスラム主義）
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図
６
は
、
同
じ
く
県
別
の
比
較
で
す
が
、「
革
命
家
」（
革
命
綱
領
を
掲
げ
て
立
候
補
し
た
候
補
者
：
サ
ッ
バ
ー
ヒ
、
ア
ブ
ル
・
フ

ト
ゥ
ー
ハ
）、「
ム
バ
ラ
ク
時
代
の
著
名
人
」（
シ
ャ
フ
ィ
ー
ク
、
ム
ー
サ
ー
）、
Ｍ
Ｂ
（
ム
ル
ス
ィ
）
と
い
う
三
者
区
分
で
得
票
数
を
見

て
い
ま
す
。「
革
命
家
」
の
得
票
数
が
他
の
二
者
を
上
回
る
県
は
カ
イ
ロ
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
の
二
都
市
県
、
上
エ
ジ
プ
ト
の

ギ
ー
ザ
（Giza
）
県
と
ダ
カ
フ
リ
ー
ヤ
、
ブ
ヘ
イ
ラ
、
カ
フ
ル
・
シ
ェ
イ
フ
の
下
エ
ジ
プ
ト
三
県
な
ど
で
す
。「
ム
バ
ラ
ク
時
代
の

著
名
人
」
が
一
位
の
県
は
シ
ャ
ル
キ
ー
ヤ
、
ガ
ル
ビ
ー
ヤ
、
カ
リ
ュ
ビ
ー
ヤ
、
メ
ヌ
フ
ィ
ー
ヤ
の
下
エ
ジ
プ
ト
四
県
、
ソ
ハ
ー
グ

（Sohag

）、
ア
シ
ュ
ー
ト
（A

ssiut

）、
ケ
ナ
（Q

ena

）、
上
エ
ジ
プ
ト
の
三
農
業
県
な
ど
で
す
。
Ｍ
Ｂ
最
多
得
票
県
は
フ
ァ
イ
ユ
ー

ム
、
ベ
ニ
ー
・
ス
エ
フ
、
ミ
ニ
ア
の
上
エ
ジ
プ
ト
三
農
業
県
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

最
後
の
図
７
は
、
全
国
を
大
カ
イ
ロ
地
帯
、
地
中
海
沿
岸
地
帯
（
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
、
ポ
ー
ト
・
サ
イ
ー
ド
な
ど
）、
下
エ
ジ
プ
ト

（
ナ
イ
ル
・
デ
ル
タ
）
諸
県
、
上
エ
ジ
プ
ト
諸
県
、
辺
境
県
の
五
地
域
に
分
け
、
五
名
の
候
補
者
の
得
票
数
を
比
較
し
て
い
ま
す
。
大

カ
イ
ロ
地
帯
で
は
、
世
俗
主
義
左
派
の
サ
ッ
バ
ー
ヒ
、
旧
政
権
勢
力
の
シ
ャ
フ
ィ
ー
ク
、
Ｍ
Ｂ
の
ム
ル
ス
ィ
の
順
で
す
。
ア
レ
ク 

サ
ン
ド
リ
ア
や
ポ
ー
ト
・
サ
イ
ー
ド
で
も
、
サ
ッ
バ
ー
ヒ
は
強
い
で
す
が
、
有
権
者
数
の
多
い
票
田
ナ
イ
ル
・
デ
ル
タ
地
域
に
な
る

と
シ
ャ
フ
ィ
ー
ク
が
突
出
し
、
そ
れ
に
ム
ル
ス
ィ
や
サ
ッ
バ
ー
ヒ
が
続
き
ま
す
。
上
エ
ジ
プ
ト
は
Ｍ
Ｂ
が
強
い
と
い
う
結
果
で
す
。

　

こ
の
第
一
回
投
票
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
ナ
イ
ル
・
デ
ル
タ
の
シ
ャ
ル
キ
ー
ヤ
（
シ
ャ
フ
ィ
ー
ク
の
出
身
県
）、
ガ
ル
ビ
ー
ヤ
、

メ
ヌ
フ
ィ
ー
ヤ
な
ど
の
県
で
、
シ
ャ
フ
ィ
ー
ク
候
補
は
最
多
得
票
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
こ
は
相
当
部
分
貧
困
な
農
村
社

会
で
す
。
二
〇
一
一
年
一
一
月
〜
二
〇
一
二
年
一
月
の
人
民
議
会
選
挙
で
は
、
貧
困
層
の
多
く
は
イ
ス
ラ
ム
主
義
、
サ
ラ
フ
ィ
ー
主

義
へ
の
期
待
感
か
ら
大
挙
し
て
Ｆ
Ｊ
Ｐ
や
ヌ
ー
ル
党
に
投
票
し
た
結
果
、
イ
ス
ラ
ム
主
義
者
が
七
〇
％
余
り
の
議
席
を
占
め
る
議
会

が
成
立
し
ま
し
た
。
し
か
し
上
述
の
よ
う
に
イ
ス
ラ
ム
主
義
政
党
は
軍
や
少
数
野
党
に
活
動
を
阻
ま
れ
て
政
策
と
立
法
が
思
う
に
任

せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
す
る
と
農
村
部
で
は
Ｍ
Ｂ
に
対
す
る
幻
滅
が
す
ぐ
さ
ま
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
彼
ら
に
と
っ
て
生
活
改
善
と
い

う
こ
と
が
一
番
で
す
か
ら
、
生
活
改
善
が
見
ら
れ
な
け
れ
ば
、
す
ぐ
態
度
が
変
わ
り
ま
す
。
二
〇
一
一
年
五
月
の
大
統
領
選
挙
戦
に

は
そ
れ
が
直
截
に
反
映
さ
れ
、
ナ
イ
ル
・
デ
ル
タ
の
諸
県
で
Ｍ
Ｂ
離
れ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
旧
政
権
分
子
が
利
用
し
て
工
作
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図6　県別に見た大統領候補者への投票傾向
　　（革命家／ムバラク時代の著名人／ムスリム同胞団）
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ムバラク時代の著名人：シャフィーク、ムーサー ムスリム同胞団：ムルスィ

典拠：図４と同じ

図7　地域別に見た大統領候補者への投票傾向
　　（ムルスィ／シャフィーク／アブル・フトゥーハ／サッバーヒ／ムーサー）
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典拠：図４と同じ
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し
た
結
果
、
五
月
二
三
日
の
第
一
回
投
票
で
は
そ
の
票
が
旧
政
権
を
代
表
す
る
シ
ャ
フ
ィ
ー
ク
候
補
に
流
れ
て
、
一
％
の
僅
差
で
一

位
の
Ｍ
Ｂ
候
補
ム
ル
ス
ィ
に
着
け
て
い
ま
す）（（
（

。

　

こ
う
し
て
上
位
二
名
、
ム
ル
ス
ィ
と
シ
ャ
フ
ィ
ー
ク
が
今
週
末
六
月
一
六
日
、
一
七
日
に
予
定
さ
れ
る
決
選
投
票
で
競
い
ま
す
。

８　

新
憲
法
を
め
ぐ
る
イ
ス
ラ
ム
主
義
者
と
世
俗
主
義
者
の
対
立

　

現
在
の
エ
ジ
プ
ト
に
は
軍
政
の
ほ
か
に
、
も
う
一
つ
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
新
憲
法
の
内
容
を
め
ぐ
る
イ
ス
ラ
ム
主
義
者
と

世
俗
主
義
者
の
対
立
で
す
。
人
口
の
九
割
を
占
め
る
ム
ス
リ
ム
の
イ
ス
ラ
ム
信
仰
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
の
サ
ダ
ト
政

権
期
以
降
こ
の
国
で
は
大
き
く
四
つ
の
政
治
思
想
潮
流
が
認
め
ら
れ
ま
す）（（
（

。

　

①
イ
ス
ラ
ム
国
家
の
実
現
を
目
指
す
イ
ス
ラ
ム
主
義
︲
伝
統
主
義
者
（
Ｍ
Ｂ
、
イ
ス
ラ
ム
集
団
（
Ｇ
Ｉ
）、
サ
ラ
フ
ィ
ー
主
義
組
織
な

ど
）

　

②
イ
ス
ラ
ム
的
規
範
を
基
本
に
据
え
る
が
、
市
民
権
、
民
主
主
義
、
人
権
な
ど
近
代
西
欧
が
生
み
出
し
た
諸
制
度
、
諸
価
値
を
否

定
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
と
イ
ス
ラ
ム
的
規
範
と
の
折
衷
、
共
存
を
目
指
す
イ
ス
ラ
ム
主
義
︲
近
代
主
義
者
（
Ｍ
Ｂ
は

①
、
②
双
方
に
ま
た
が
っ
て
い
る
）

　

③
宗
教
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ム
と
国
家
の
政
治
体
制
を
分
け
て
考
え
る
。
西
欧
的
な
市
民
社
会
、
人
権
、
民
主
主
義
を
普
遍
的
価
値

と
し
て
認
め
、
そ
れ
ら
を
基
盤
に
据
え
た
政
治
体
制
の
実
現
を
目
指
す
世
俗
主
義
︲
リ
ベ
ラ
ル
派

　

④
こ
れ
ま
で
ア
ラ
ブ
諸
国
の
独
裁
的
な
政
権
を
支
持
し
て
き
た
人
た
ち
で
、
大
衆
不
信
が
強
く
、
西
欧
型
民
主
主
義
の
全
面
的
導

入
を
時
期
尚
早
と
考
え
る
世
俗
主
義
︲
独
裁
派

　

人
口
の
残
り
の
一
〇
％
を
占
め
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
コ
プ
ト
は
、
①
を
は
じ
め
と
し
て
一
月
二
五
日
革
命
が
コ
プ
ト
の
人
権
、

市
民
権
、
日
常
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
に
神
経
を
尖
ら
せ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
新
憲
法
に
よ
る
政
治
体
制
の
見
直
し
は
イ

ス
ラ
ム
信
仰
を
重
視
し
つ
つ
、
そ
の
規
範
と
矛
盾
し
な
い
よ
う
な
普
遍
的
な
人
権
、
民
主
主
義
の
確
立
を
謳
う
こ
と
に
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
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イ
ス
ラ
ム
主
義
者
と
世
俗
主
義
者
は
現
在
新
憲
法
案
に
つ
い
て
活
発
な
と
い
う
か
、「
エ
ジ
プ
ト
人
的
」
な
議
論
を
展
開
中
で
す
。

「
新
し
い
エ
ジ
プ
ト
を
民
主
国
家
と
定
義
す
る
の
は
よ
い
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ム
と
の
接
合
を
ど
う
す
る
か
」「
憲
法
で
市
民
国
家
と
定

義
し
て
よ
い
か
、
そ
れ
と
も
イ
ス
ラ
ム
国
家
と
す
べ
き
か
」「
世
俗
国
家
と
定
義
す
る
こ
と
は
な
い
」
等
々
。
エ
ジ
プ
ト
人
は
も
と

も
と
お
し
ゃ
べ
り
が
好
き
で
、
そ
の
議
論
は
強
い
自
己
主
張
と
あ
る
程
度
の
他
者
配
慮
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
の

末
に
両
者
の
主
張
は
二
極
分
裂
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
エ
ジ
プ
ト
的
な
討
議
民
主
主
義
と
一
定
の
歩
み
寄
り
が
機
能
し
て
合
意
形
成

が
な
さ
れ
る
の
か
、
私
は
政
治
文
化
的
関
心
を
持
っ
て
見
守
っ
て
い
ま
す
。

９　

民
政
移
管
後
の
軍
最
高
評
議
会
（
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｆ
） 

と
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
（
Ｍ
Ｂ
）・
自
由
公
正
党
（
Ｆ
Ｊ
Ｐ
）

　

以
上
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
一
月
二
五
日
革
命
後
の
エ
ジ
プ
ト
は
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｆ
の
暫
定
統
治
下
で
曲
が
り
な
り
に
も
民
主
主
義
体
制

の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
日
の
最
後
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
現
在
エ
ジ
プ
ト
内
外
を
問
わ
ず
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
暫
定

統
治
下
に
お
い
て
圧
倒
的
な
支
配
力
を
行
使
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｆ
と
イ
ス
ラ
ム
主
義
運
動
の
長
い
歴
史
と
全
国
的
な

組
織
力
を
有
す
る
Ｍ
Ｂ
と
が
、
二
〇
一
二
年
六
月
末
に
迫
っ
た
民
政
移
管
後
の
新
し
い
政
治
体
制
、
権
力
構
造
の
中
で
ど
の
よ
う
な

対
立
あ
る
い
は
協
調
関
係
を
発
展
さ
せ
る
か
と
い
う
点
で
す
。
そ
れ
を
推
測
す
る
う
え
で
見
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
Ｓ

Ｃ
Ａ
Ｆ
と
Ｍ
Ｂ
の
関
係
が
一
月
二
五
日
革
命
以
後
ど
う
推
移
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
は
、
ワ
ヒ
ー
ド
・
ア
ブ
ド
ゥ

ル
・
マ
ギ
ー
ド
（W

ahid  A
bd al-m

agid

）
と
い
う
人
民
議
会
議
員
（
二
〇
一
一
年
一
一
月
末
〜
二
〇
一
二
年
初
め
の
人
民
議
会
選
挙
で

無
所
属
当
選
）
の
見
方
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
人
は
ア
ル
︲
ア
ハ
ラ
ム
紙
の
毎
週
火
曜
日
に
政
治
評
論
を
寄
稿
し
て
い
ま
す
。
ア
ブ

ド
ゥ
ル
・
マ
ギ
ー
ド
が
議
会
選
の
最
中
に
書
い
た
記
事
を
読
ん
で
み
ま
す
と
、
革
命
後
、
Ｍ
Ｂ
と
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｆ
の
関
係
に
つ
い
て
、
エ

ジ
プ
ト
人
の
見
方
は
大
き
く
揺
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す）（（
（

。

　

革
命
後
Ｍ
Ｂ
が
革
命
状
況
を
平
静
化
す
る
態
度
を
と
っ
た
時
、
Ｍ
Ｂ
と
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｆ
は
非
常
に
よ
い
関
係
に
あ
る
と
見
ら
れ
、
当
時

一
種
の
密
談
陰
謀
説
も
流
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
に
憲
法
原
則
が
出
さ
れ
、
軍
の
特
権
温
存
の
意
向
が
は
っ
き

り
し
た
時
に
、
Ｍ
Ｂ
は
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｆ
の
政
策
を
非
難
し
始
め
ま
す
。
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
マ
ギ
ー
ド
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
世
論
で
は
Ｍ
Ｂ
と
Ｓ

ʼ
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Ｃ
Ａ
Ｆ
の
関
係
が
非
常
に
良
い
と
い
う
読
み
と
、
非
常
に
悪
い
と
い
う
読
み
と
が
極
端
に
入
れ
替
わ
る
と
指
摘
し
ま
す
。

　

そ
の
際
に
よ
く
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
の
は
、
一
九
五
四
年
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
で
の
Ｍ
Ｂ
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
ナ
セ
ル
暗
殺
未
遂

事
件
で
す
。
一
九
五
二
年
七
月
二
六
日
革
命
当
初
、
革
命
評
議
会
と
Ｍ
Ｂ
は
短
い
「
蜜
月
」
関
係
に
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
ナ
セ
ル

が
指
導
部
内
で
指
導
権
を
掌
握
す
る
過
程
で
権
力
闘
争
が
起
き
、
反
ナ
セ
ル
派
で
あ
っ
た
Ｍ
Ｂ
と
の
関
係
が
急
速
に
悪
化
し
ま
す
。

そ
し
て
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
で
ナ
セ
ル
が
演
説
中
、
暗
殺
未
遂
に
発
展
し
ま
す
。
ナ
セ
ル
は
無
事
だ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
以
降
Ｍ

Ｂ
は
弾
圧
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
マ
ギ
ー
ド
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
論
者
が
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｆ
︲
Ｍ
Ｂ
関
係
を
論
じ
る
際
に
こ
の

一
九
五
四
年
の
事
件
を
ど
う
意
義
づ
け
る
か
を
問
題
に
し
ま
す
。
両
者
の
関
係
が
非
常
に
良
い
と
す
る
意
見
は
、
Ｍ
Ｂ
が
こ
の
事
件

に
教
訓
を
得
て
、
今
後
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｆ
と
の
決
定
的
衝
突
を
回
避
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
解
釈
を
と
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
非
常
に
悪

い
と
す
る
意
見
は
Ｍ
Ｂ
と
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｆ
が
再
び
衝
突
す
る
、
つ
ま
り
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
す
と
い
う
解
釈
を
し
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
双

方
の
意
見
が
現
在
の
エ
ジ
プ
ト
世
論
の
中
に
見
ら
れ
る
と
し
ま
す
。
つ
ま
り
同
じ
歴
史
的
事
件
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
両
者
は
ま
っ

た
く
逆
な
解
釈
に
走
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
政
治
文
化
の
角
度
か
ら
見
る
と
、
今
の
支
配
的
な
エ
ジ
プ
ト
の
政
治
文
化
は
民
主
主
義
的
な
思
想
を
ま
だ
十
分
に
理
解
し

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
非
民
主
主
義
的
な
政
治
文
化
の
伝
統
の
中
で
、
革
命
後
の
政
治
勢
力
間
の
ぶ
つ
か
り
合
い
を
評
価
す

る
う
え
で
二
極
分
裂
的
な
議
論
が
進
ん
で
い
る
。
民
主
主
義
政
治
に
お
い
て
は
、
仮
に
意
見
が
合
わ
な
く
て
も
そ
れ
は
別
に
そ
れ
ほ

ど
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
と
軍
の
関
係
を
い
つ
も
良
い
関
係
と
か
、
い
つ
も
悪
い
関
係
と
か
、
あ
ま
り
明
確
に

白
と
黒
を
分
け
る
よ
う
な
捉
え
方
を
し
な
い
方
が
よ
い
と
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
マ
ギ
ー
ド
は
言
い
ま
す
。

　

民
主
政
治
に
慣
れ
て
い
な
い
エ
ジ
プ
ト
人
が
こ
の
両
者
の
決
定
的
な
対
立
を
回
避
し
て
、
両
者
の
意
思
疎
通
を
図
る
方
策
を
何
と

か
考
え
よ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
で
す
。
私
は
な
る
ほ
ど
い
い
こ
と
を
言
う
な
と
思
い
ま
し
た
が
、
た
だ
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る

民
主
主
義
の
水
平
的
な
プ
ル
ー
ラ
リ
ズ
ム
の
考
え
方
と
は
、
や
は
り
ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
。
上
か
ら
軍
が
圧
倒
的
な
力
を
持
っ
て
、

脅
し
を
か
け
て
社
会
全
体
を
見
張
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
中
で
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
と
軍
の
関
係
を
良
い
関
係
に
持
っ
て
い
く
の
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は
、
な
か
な
か
大
変
だ
ろ
う
な
と
も
同
時
に
思
い
ま
す
。 

　

さ
ら
に
Ｍ
Ｂ
／
Ｆ
Ｊ
Ｐ
の
大
統
領
が
仮
に
誕
生
し
た
と
し
て
、
そ
れ
が
将
来
的
に
ト
ル
コ
の
よ
う
に
、
軍
の
力
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
で
き
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
段
階
を
経
て
い
つ
ご
ろ
に
で
き
る
の
か
、
そ
う
い
う
問
題

が
残
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

つ
た
な
い
話
で
す
が
、
時
間
が
来
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
で
一
応
終
り
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

　
〈
補
記
〉

　

こ
の
講
演
か
ら
七
カ
月
余
り
が
経
過
し
た
。
世
界
中
が
ア
ラ
ブ
諸
国
の
連
鎖
反
応
的
な
民
衆
デ
モ
と
権
威
主
義
的
指
導
者
の
排
除

を
目
の
当
た
り
に
し
、
そ
の
本
質
を
民
主
化
運
動
と
捉
え
て
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
丸
二
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
る
。
現
在
日
本
に
お
け
る
「
ア
ラ
ブ
の
春
は
ど
う
展
開
し
た
か
」
と
い
う
一
般
的
理
解
は
、
総
じ
て
「
民
主
化
は
う
ま
く
行
っ
て

い
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
「
ど
う
し
て
う
ま
く
行
か
な
い
か
」、
そ
の
経
緯
を
も
う
少
し
各
国
別
に
ね
ば
り
強
く

見
守
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
講
演
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
二
〇
一
一
年
初
め
以
降
大
規
模
・
継
続
的
な
民
主
化
要
求
デ
モ
が
発
生
し
た
ア
ラ
ブ
諸
国
は
二

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
旧
政
権
打
倒
を
果
た
し
、
困
難
な
新
政
権
づ
く
り
に
船
出
し
た
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
エ
ジ
プ

ト
、
リ
ビ
ア
三
国
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
い
ま
だ
現
政
権
打
倒
を
果
た
せ
な
い
で
い
る
シ
リ
ア
、
バ
ー
レ
ー
ン
、
イ
エ
メ
ン
で
あ

る
。
こ
の
他
に
小
規
模
・
散
発
的
な
デ
モ
発
生
は
ヨ
ル
ダ
ン
、
イ
ラ
ク
や
ク
ウ
ェ
ー
ト
は
じ
め
湾
岸
諸
国
で
も
見
ら
れ
る
。

　

シ
リ
ア
、
バ
ー
レ
ー
ン
、
イ
エ
メ
ン
三
カ
国
に
お
い
て
現
政
権
打
倒
を
ま
だ
実
現
で
き
な
い
理
由
は
三
者
三
様
で
あ
る
。
シ
リ
ア

を
取
り
上
げ
る
な
ら
、
政
府
軍
と
反
政
府
軍
の
戦
闘
に
よ
る
犠
牲
者
は
二
〇
一
一
年
三
月
の
デ
モ
以
降
六
万
人
に
達
し
、
そ
の
九
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〇
％
は
民
間
人
で
あ
る
。
国
連
安
保
理
五
大
国
、
Ｅ
Ｕ
、
ア
ラ
ブ
連
盟
、
ト
ル
コ
、
イ
ラ
ン
は
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
の
も
と
、
こ
れ
以

上
の
内
戦
犠
牲
者
を
出
さ
ず
に
ア
サ
ド
政
権
と
民
主
化
勢
力
の
間
の
交
渉
に
よ
る
新
政
権
発
足
を
後
押
し
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

実
効
を
挙
げ
て
い
な
い
。
現
在
政
権
側
と
反
政
府
軍
と
の
戦
線
は
膠
着
状
態
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
く
、
反
政
府
軍
側
に
は
政
府
軍
を

離
脱
し
民
主
化
運
動
支
持
に
回
っ
た
元
政
府
軍
兵
士
か
ら
な
る
自
由
シ
リ
ア
軍
の
ほ
か
に
、
ア
ラ
ブ
各
国
か
ら
義
勇
兵
が
参
加
し
て

い
る
。
な
か
で
も
ヌ
ス
ラ
戦
線
は
イ
ス
ラ
ム
主
義
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
戦
闘
力
も
高
く
、
最
前
線
で
政
府
軍
と
対
峙
し
、
反
政

府
軍
側
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
リ
ビ
ア
三
国
の
場
合
は
、
総
じ
て
新
憲
法
の
起
草
、
発
効
の
段
階
に
差
し
掛
か
っ
て

い
る
。
特
に
ア
ラ
ブ
の
春
の
先
導
役
チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
ア
ラ
ブ
の
代
表
国
エ
ジ
プ
ト
は
、
人
口
規
模
は
異
な
る
が
、
新
し
い
政
治
体
制

を
作
る
過
程
で
共
通
し
て
イ
ス
ラ
ム
主
義
の
台
頭
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
国
会
や
制
憲
議
会
の
選
挙
で
は
イ
ス
ラ
ム
主
義
政
党
が
第

一
党
に
躍
り
出
る
が
、
い
ざ
国
の
骨
格
を
定
め
る
新
憲
法
起
草
の
段
に
な
る
と
、
イ
ス
ラ
ム
主
義
と
世
俗
主
義
の
対
立
が
表
面
化
し

て
く
る
。
こ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
比
較
的
公
正
な
選
挙
を
行
う
と
、
都
市
貧
困
者
層
の
票
、
農
村

票
は
イ
ス
ラ
ム
主
義
政
党
に
向
か
い
や
す
い
。
イ
ス
ラ
ム
主
義
運
動
は
元
来
都
市
中
産
階
級
を
母
体
と
し
て
い
る
が
、
貧
困
層
、
農

村
に
食
い
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
強
み
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
世
俗
主
義
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
地
中
海
沿
岸
の
歴
史
、
文
化
環
境

に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
伝
統
で
あ
り
、
そ
れ
が
同
じ
ム
ス
リ
ム
で
も
自
分
の
国
が
今
度
は
イ
ス
ラ
ム
国
家
に
な
る
こ
と
へ
の
懐
疑
、
恐

怖
、
反
対
の
念
を
生
ん
で
い
る
。
三
つ
目
は
、
新
し
い
国
家
構
想
に
お
い
て
ど
こ
ま
で
イ
ス
ラ
ム
的
規
範
を
適
用
し
、
ど
こ
ま
で
西

欧
型
民
主
主
義
に
忠
実
で
あ
る
か
を
め
ぐ
る
イ
ス
ラ
ム
主
義
︲
近
代
主
義
者
と
世
俗
主
義
リ
ベ
ラ
ル
派
の
溝
は
深
い
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
特
に
二
〇
一
二
年
一
一
月
二
二
日
エ
ジ
プ
ト
の
ム
ル
ス
ィ
大
統
領
が
新
憲
法
草
案
を
強
行
採
決
し
よ
う
と
し
て
、
一
時
的
な

超
法
規
措
置
に
訴
え
た
こ
と
が
世
俗
主
義
リ
ベ
ラ
ル
派
の
大
き
な
反
発
を
招
い
た
。

　

私
は
エ
ジ
プ
ト
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
う
し
た
深
い
溝
を
越
え
、
エ
ジ
プ
ト
人
と
し
て
お
互
い
に
我
慢
で
き
る
国
家
規
範
を
生
み

出
せ
る
の
か
、
そ
の
討
議
と
妥
協
と
合
意
形
成
の
行
方
を
注
視
し
て
い
る
。
軍
と
ア
ル
︲
ア
ズ
ハ
ル
は
エ
ジ
プ
ト
人
の
ア
イ
デ
ン
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テ
ィ
テ
ィ
と
政
治
思
想
に
関
わ
る
合
意
に
あ
る
程
度
の
統
合
力
を
発
揮
す
る
が
、
決
定
的
な
効
力
を
持
つ
と
は
言
い
が
た
い
。
ム
ス

リ
ム
が
多
数
を
占
め
る
エ
ジ
プ
ト
は
、
今
ま
さ
に
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
主
戦
場
︱
︱
イ
ス
ラ
ム
を
現
代
国
家
に
ど
う
反
映
さ
せ
る

か
︱
︱
の
観
を
呈
し
て
い
る
。
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